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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

記
録
的
な
物
価
高
が
続
く
な

か
、
と
く
に
食
料
品
価
格
は

６
月
で
前
年
同
月
比
10
・
４

％
も
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

国
勢
調
査
局
の
６
月
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
全
米
で
お
よ
そ

２
５
０
０
万
人
の
成
人
が
過
去

７
日
間
に
十
分
な
食
事
を
取
れ

な
か
っ
た
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
禍

で
失
業
率
が
現
在
の
倍
あ
っ
た

２
０
２
０
年
末
以
来
、
最
大
の

数
と
な
っ
て
い
る
。ア
ー
バ
ン
・

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
調
査

に
よ
れ
ば
就
労
し
て
い
る
人
の

17
・
３
％
が
食
料
不
安
を
経
験

し
た
と
い
う
。

　

こ
の
た
め
生
活
困
窮
者
な
ど

に
食
品
を
無
料
で
提
供
す
る
フ

ー
ド
バ
ン
ク
や
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
を
利
用
す
る
人
が
増
加
し

て
い
る
。
２
０
０
の
フ
ー
ド
バ

ン
ク
と
６
０
０
０
の
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
と
食
事
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
つ
な
ぐ
米
国
最
大
の
フ
ー
ド

バ
ン
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
フ

ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
の

６
月
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
加
盟

組
織
の
65
％
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
人
が
増
加
、
減
少
し
た
の

は
５
％
だ
っ
た
。

　

一
方
、
今
年
２
月
か
ら
５
月

の
間
で
73
％
が
食
料
品
の
寄
付

が
減
少
し
た
と
答
え
、
ま
た
94

％
が
食
料
品
購
入
費
用
が
増
加

し
て
い
る
と
答
え
た
。
フ
ー
ド

バ
ン
ク
な
ど
へ
の
現
金
寄
付
は

今
年
第
１
四
半
期︵
１
〜
３
月
︶

は
１
億
７
０
０
万
ド
ル
で
、
昨

年
同
期
の
１
億
５
１
０
０
万
ド

ル
の
３
分
の
２
ま
で
に
減
少
し

て
い
る
。　

　

記
録
的
な
物
価
高
が
続
い
て

い
る
が
、
失
業
率
は
下
が
り
、

賃
金
は
上
昇
し
て
い
る
。
賃
金

が
上
が
っ
た
た
め
、
低
所
得
者

の
た
め
の
食
料
費
援
助
で
あ
る

Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ︵
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
︶

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
な
ど
に
頼

る
人
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
２
枚
分
の
チ
ケ
ッ
ト
が

１
枚
分
の
値
段
で
購
入
出
来

る
、
恒
例
の
Ｎ
Ｙ
Ｃ
・
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
ウ
イ
ー
ク
が
９
月
６

日
︵
火
︶
か
ら
25
日
︵
日
︶
ま

で
開
催
さ
れ
る
。﹁
オ
ペ
ラ
座

の
怪
人
﹂
や
﹁
シ
カ
ゴ
﹂
な
ど

の
ロ
ン
グ
ラ
ン
作
品
か
ら
、
マ

イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
半
生

を
描
い
た
作
品
で
今
年
６
月
ト

ニ
ー
賞
︵
主
演
男
優
賞
：
マ
イ

ル
ズ
・
フ
ロ
ス
ト
︶
を
受
賞
し

た
﹁
Ｍ
Ｊ
﹂、
同
作
品
賞
受
賞

の
﹁
ア
・
ス
ト
レ
ン
ジ
・
ル

ー
プ
﹂、
昨
年
の
作
品
賞
・
主

演
男
優
賞
ほ
か
10
部
門
受
賞

の
﹁
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
﹂

な
ど
多
く
の
作
品
が
参
加
す

る
。
２
フ
ォ
ー
１
チ
ケ
ッ
ト
の

ほ
か
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
チ
ケ

ッ
ト
も
販
売
さ
れ
る
。
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
n

y
cgo.com

/broadw
ay

-
w

eek

を
参
照
す
る
。

全
米
の
成
人
２
５
０
０
万
人

十
分
な
食
事
取
れ
ず

記録的物価高
食料品を直撃
国勢調査局が発表

１枚分で２人
ブロードウエー週間

９月６日から開催

バ
ブ
ル
の
道
の
り
っ
て

山
あ
り
谷
あ
り
だ
ね
ー

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
６
番
街
32
丁

目
と
33
丁
目
に
出
現
し
た
巨
大
な

芋
虫
？　

実
は
風
船
で
で
き
た
迷

路
ゲ
ー
ム
。
中
は
ト
ン
ネ
ル
に
な

っ
て
い
て
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
や
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
並
み

の
滑
り
台
が
楽
し
め
る
。
出
る
ま

で
に
大
人
で
も
30
分
以
上
か
か

る
。
入
場
料
20
ド
ル
。
バ
ブ
ル
の

中
の
道
の
り
は
、
山
あ
り
谷
あ

り
で
な
ん
だ
か
人
生
そ
の
も
の
。

︵
13
日
昼
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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mailto:meiseimotors@aol.com
https://nipponexpressusa.com/
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８
月
30
日
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
ラ
イ
ブ

　

鳥
取
市
で
２
０
１
１
年
に
始

ま
っ
た
地
域
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
﹁
鳥
取
ジ
ャ
ズ
﹂
を

主
宰
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
菊

池
ひ
み
こ
が
、
デ
ト
ロ
イ
ト
・

ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

︵
９
月
２
日
〜
５
日　

w
w

w
.

detroitjazzfest.org

︶
に
デ

ト
ロ
イ
ト
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

の
合
同
バ
ン
ド
、
鳥
取-

デ
ト

ロ
イ
ト
・
リ
ユ
ニ
オ
ン
・
バ
ン

ド
で
参
加
す
る
。
デ
ト
ロ
イ
ト

の
フ
ェ
ス
は
３
年
ぶ
り
の
有
観

客
開
催
。
菊
池
は
19
年
に
鳥
取

ジ
ャ
ズ
・
サ
ン
ド-

デ
ュ
ー
ン
・

バ
ン
ド
で
参
加
、
20
年
と
21
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
た
。

　

菊
池
は
同
フ
ェ
ス
に
先
立
っ

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ブ
ッ
シ
ュ

ウ
ィ
ッ
ク
に
昨
年
オ
ー
プ
ン
し

た
オ
ー
ニ
ソ
ロ
ジ
ー
・
ジ
ャ
ズ

ク
ラ
ブ
︵O

rnithology Jazz 
C

lub, 6 Suydam
 St.

電
話

９
１
７
・
２
３
１
・
４
７
６
６　

菊池ひみこ（ピアノ）

松
本
正
嗣
︵
ギ
タ
ー
︶

徳持耕一郎（鉄筋ジャズ彫刻アーティスト）

ジャズピアニスト

菊池ひみこ

w
w

w
.orn

ith
olog

y
jazz

club.com

︶
に
て
８
月
30
日

︵
火
︶
午
後
６
時
30
分
か
ら
ラ

イ
ブ
を
行
う
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

音
楽
院
出
身
で
日
本
で
注
目
を

集
め
る
若
手
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
片

山
士
駿
︵
フ
ル
ー
ト
︶
と
菊
池

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
松
本
正

嗣︵
ギ
タ
ー
︶の
遠
征
メ
ン
バ
ー

２
人
に
、
ベ
ー
ス
と
ド
ラ
ム
に

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
若
手
メ
ン

バ
ー
を
迎
え
て
公
演
す
る
。

　

ま
た
当
日
は
鳥
取
を
拠
点
に

活
躍
す
る
、
鉄
筋
ジ
ャ
ズ
彫
刻

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
徳
持
耕
一
郎

の
作
品
展
示
と
、
バ
ン
ド
の
演

奏
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
ラ
イ
ブ
・

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
も
披
露
す
る
。

徳
持
は
今
年
の
デ
ト
ロ
イ
ト
・

ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
の
ビ
ジ
ュ
ア

ル
・
イ
メ
ー
ジ
を
担
当
し
、
ポ

ス
タ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ブ
ッ

ク
の
表
紙
に
作
品
を
提
供
す

る
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
期
中

に
は
作
品
展
示
も
行
う
。

楽しい
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彗
星
の
如
く
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー
の
世
界
へ
現
れ
た
新
人
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
。
大
学
か
ら
の
専

門
職
に
行
く
進
路
に
悩
み
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
で
将
来
の
見
通
し

も
は
っ
き
り
し
な
い
頃
に
Ｉ
Ｆ

Ａ
本
部
面
接
を
受
け
研
修
生
と

し
て
採
用
さ
れ
る
。
母
親
が
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
子
供
の

頃
か
ら
独
自
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
の
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
画

を
描
き
ス
ト
ッ
ク
し
た
デ
ザ
イ

ン
画
は
ノ
ー
ト
に
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
世
界
観
を
繰
り
出
し
て
い

る
。

　

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
性
は
そ
の

蓄
積
が
源
泉
。
研
修
後
に
東
京

帝
国
ホ
テ
ル
で
第
一
回
Ｊ
Ｔ
Ｂ

アーティスト　村井そのこ

シリーズ 7

フ
ラ
ワ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
に
新

人
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
賞
を
受

賞
。
同
時
に
着
物
ド
レ
ス
モ
デ

ル
と
し
て
も
出
演
し
て
評
価
を

得
る
。

　

今
年
２
０
２
２
年
10
月
４
日

に
開
催
す
る
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
第
10
回k

ajik
is sh

o
w

︵
花
と
音
楽
の
祭
典
︶
に
は
最

年
少
で
舞
台
装
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー

副
代
表
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
舞

台
装
飾
の
制
作
や
着
物
ド
レ
ス

モ
デ
ル
と
し
て
も
出
演
す
る
。

　

明
る
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
性
格

は
学
生
時
代
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
リ
ー
ダ
ー
や
生

徒
会
長
な
ど
の
経
験
が
活
き

る
。
そ
し
て
現
在
は
新
宿
の
花

屋
さ
ん
で
働
き
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

世
界
で
も
実
践
の
勉
強
を
欠
か

さ
な
い
。

　

今
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問

し
て
Ｉ
Ｆ
Ａ
国
連
支
援
の
会

︵
国
連
平
和
の
鐘
と
日
本
庭
園

を
保
護
す
る
会
︶
の
東
京
新
宿

区
支
部
長
と
し
て
国
連
の
訪
問

団
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
同
行
す

る
。
今
後
は
国
際
社
会
貢
献
の

面
で
も
若
い
力
の
活
躍
を
期
待

さ
れ
る
。

http://www.%E3%80%80
http://www.%E3%80%80
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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高
知
県
在
住
の
書
道
家
、
北

古
味
可
葉
が
、９
月
15
日
︵
木
︶

か
ら
21
日
︵
水
︶
ま
で
、
日
本

ク
ラ
ブ
７
階
の
日
本
ギ
ャ
ラ
リ

ー
︵
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
︶

で
﹁
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｕ 

‐
昨
日
で

も
な
い
、
明
日
で
も
な
く
、
い

ま
の
今
を
生
き
る
‐
﹂
と
題
し

た
墨
展
を
開
催
す
る
。

　

北
古
味
は
、﹁
生
き
て
い
る
、

生
か
さ
れ
て
い
る
﹂
を
ベ
ー
ス

に
し
、
地
元
の
高
知
だ
け
で
な

く
世
界
各
国
で
、
自
身
の
個
展

の
ほ
か
、
他
分
野
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
屋
内
外
で
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
コ
ラ
ボ
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
Ｎ
Ｙ
展
で
は
、﹁
コ

ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
遠
く
の
戦

争
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
目
に
す

る
時
代
の
今
、
こ
の
一
瞬
を
大

切
に
生
き
て
い
く
﹂
と
い
う
想

い
で
書
い
た﹁
讃
歌
‐
生
き
る
‐
﹂

と
い
う
作
品
を
は
じ
め
、
墨
と

日
本
文
化
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

﹁
生
き
る
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
た

書
の
数
々
を
紹
介
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
展
に
先
立
ち
、
北
古
味

は
﹁
日
常
の
中
か
ら
感
じ
る
も

の
を
拾
い
集
め
、
そ
れ
が
生
き

る
こ
と
の
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
人

生
讃
歌
で
あ
る
と
願
い
な
が

ら
、
日
本
の
伝
統
を
ま
と
う
墨

の
世
界
を
創
作
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
種
の
る
つ
ぼ
で

あ
り
そ
の
街
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
魅
了
さ
れ
て
幾
度
も
訪
れ

た
大
好
き
な
Ｎ
Ｙ
で
、
今
回
、

作
品
と
共
に
多
く
の
人
に
会
え

る
こ
と
が
嬉
し
い
﹂と
語
っ
た
。

　

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
館
時

間
は
月
曜
か
ら
金
曜
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
６
時
、
土
曜
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
。
日
曜

休

館
。w

w
w

.nipponclub.
org

北
古
味
可
葉
の
墨
展

﹁
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
﹂
9
月
15
日
か
ら

日本ギャラリー

　

２
０
２
２
年
度
Ｊ
コ
ラ
ボ 

Ａ
Ａ
Ｍ
Ｅ
受
賞
者
展
が
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
Ｊ
コ
ラ
ボ
で
開
幕
し

た
。
日
米
か
ら
40
人
以
上
の
参

加
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
5
人

の
作
家
に
よ
る
、
50
点
以
上
の

作
品
展
。
絵
画
・
彫
刻
、
Ａ
Ｒ
、

Ｎ
Ｆ
Ｔ
︵
言
葉
の
解
説
参
照
︶、

ビ
デ
オ
動
画
作
品
と
そ
の
原
型

と
な
る
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
同
時
に

見
せ
る
な
ど
、
現
代
美
術
の
最

新
の
形
式
を
表
現
す
る
意
欲
的

な
展
覧
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
活
躍
す
る
作
家
の

フ
ァ
ン
や
コ
レ
ク
タ
ー
、
著
名

美
術
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
ら
が

多
数
訪
れ
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス

ポ
ン
サ
ー
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
で

歓
談
し
た
。

　

同
展
を
企
画
し
た
斯
波
雅
子

さ
ん
は
﹁
デ
ジ
タ
ル
作
品
で
こ

そ
物
作
り
の
過
程
を
見
せ
た
か

っ
た
、
と
い
う
出
展
作
家
の
一

人
、
ケ
ビ
ン
・
ハ
イ
ス
ナ
ー

の
コ
メ
ン
ト
に
も
あ
る
よ
う

に
、
最
新
技
術
を
意
義
あ
る
形

で
作
品
に
活
か
す
試
み
を
ぜ
ひ

実
際
に
訪
れ
て
体
験
し
て
く
だ

さ
い
﹂
と
話
し
て
い
る
。
展
示

は
１
階
で
金
土
日
、
午
後
1
〜

6
時
、
会
期
は
8
月
28
日
ま

で
。
展
示
作
家
は
︿
Ａ
Ａ
Ｍ
Ｅ

受
賞
﹀
ケ
ビ
ン
・
ハ
イ
ス
ナ

ー
、
ケ
ビ
ン
・
ケ
リ
ー
、
菊
池

麻
衣
子
、︿
新
進
作
家
賞
﹀
大

槻
素
子
、
タ
エ
ズ
ー
・
パ
ー

ク
。
詳
細
は2022 A

A
M

E
 

| J-C
O

L
L

A
B

O
 | Japan x 

B
rooklyn

■

言

葉

の

解

説

＝

Ａ

Ｒ= 
augm

ented reality 

の

略

で
ポ
ケ
モ
ンG

o

等
に
使
わ

れ
る
技
術
。
Ｎ
Ｆ
Ｔ= N

one 
fungible token 

の
略
で
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
の
作
品

Ｊ
コ
ラ
ボ
Ａ
Ａ
Ｍ
Ｅ
受
賞
者
展

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美

術
家
協
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
、

松
田
常
葉
会
長
︶
の
創
立
50

周
年
記
念
展
覧
会
が
９
月
１

日
︵
木
︶
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン

の

天

理

文

化

協

会
︵

西

13
丁
目

43
番
地
Ａ
／
５
番

街

と

６

番

街

の

間
、

電

話

２
１
２
・
６
４
５
・
２
８
０
０
︶

で
開
催
さ
れ
る
。

　

同
協
会
は
、１
９
７
２
年
に
、

名
誉
会
長
で
あ
る
故
飯
塚
国
雄

氏
が
仲
間
の
日
本
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

設
立
し
た
当
地
で
最
も
古
い
日

本
人
美
術
家
の
運
営
に
よ
る
非

営
利
団
体
。
こ
れ
ま
で
、
展
覧

会
で
の
芸
術
作
品
の
展
示
、
ア

ー
ト
を
通
じ
た
日
米
間
の
文
化

交
流
、
米
国
で
活
動
す
る
日
本

人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　

出
品
者
は
、
阿
井
次
郎
、
青

木
壽
子
、
青
柳
愛
子
、
愛
子

C
ascio

、
藤
原
未
佳
子
、
古

川
文
香
レ
オ
ナ
ー
ト
、
佳
奈
ヘ

ン
デ
ル
、
林
幸
江
、
平
之
内
美

穂
、
石
田
純
一
郎
、
柏
木
文

子
、M

i JungK
im

、
越
光
桂

子
、
松
田
常
葉
、
三
浦
良
一
、

長
倉
一
美
、
小
野
田
昌
子
、
ロ

ス
郁
子
、
シ
モ
ン
千
加
子
、
竹

下
宏
、
渡
嘉
敷
亨
、
山
本
か
り

ん
、Y

U
K

A
K

O

、
遊
真
あ
つ

こ
の
現
会
員
と
一
昨
年
亡
く
な

っ
た
名
誉
会
長
の
飯
塚
国
雄
の

25
人
。
同
展
で
の
優
秀
作
品
２

点
に
は
﹁
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
レ
ッ

チ
ャ
ー
Ｊ
Ｒ
賞
﹂な
ら
び
に﹁
末

村
敬
三
賞
﹂
の
２
賞
が
贈
ら
れ

る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
は
２
日
︵
金
︶
午
後
６
時

か
ら
８
時
ま
で
。
期
間
中
展
示

作
品
は
購
入
が
可
能
だ
が
、
出

展
作
家
に
よ
る
２
０
０
ド
ル
以

下
の
買
い
求
め
や
す
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
小
作
品
の
展
示
・
販
売

コ
ー
ナ
ー
も
会
場
に
設
け
ら
れ

る
。
会
期
は
15
日
︵
木
︶
ま
で
。

開
廊
時
間
は
月
〜
木
が
正
午
か

ら
午
後
６
時
ま
で
、
土
曜
が
正

午
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。金
曜
、

日
曜
、
レ
イ
バ
ー
デ
ー(

９
月

５
日
の
月
曜
︶
は
休
館
。
但
し

２
日
︵
金
︶
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

時
間
帯
の
み
オ
ー
プ
ン
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

50
周
年
記
念
展
覧
会
開
催
へ

　

日
本
画
家
・
加
藤
弘
光

︵
１
９
５
７
〜
２
０
１
９
年
︶

の
作
品
が
８
月
23
日
︵
土
︶

か
ら
ア
ゴ
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︵
西
25
丁
目
５
３
０
番
地
︶

で
展
示
さ
れ
る
。
出
展
作
品

は
﹁
光
さ
や
け
み
︵
英
題 

T
he A

utum
n L

ight

︶
﹂
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
25
日
︵
木
︶
午
後
６
時

か
ら
８
時
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト:https://w

w
w

.
agora-gallery

.com
/

を

参
照
。

日
本
画
家
・
故
加
藤
弘
光
の
傑
作

ア
ゴ
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
一
般
公
開

現
代
美
術
の
最
新
表
現

http://www.nymitakai.com/
https://hsart.com/
tel:2122136069
https://www.sakagura.com/eastvillage
tel:2019438003
https://chikenglobal.com/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ハ
ッ
ケ
ン
サ
ッ
ク
は
、
ジ
ョ
ー
ジ

ワ
シ
ン
ト
ン
橋
か
ら
11
キ
ロ
の
距
離
に
あ
り
、
バ
ー
ゲ
ン
郡

の
郡
都
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
市
内
に
は
、
有
名
な
ハ
ッ

ケ
ン
サ
ッ
ク
医
療
セ
ン
タ
ー
や
、
バ
ー
ゲ
ン
郡
庁
舎
、
刑
務

所
な
ど
政
府
関
連
の
建
物
が
集
中
し
て
い
る
。
い
く
つ
も
の

高
速
道
路
が
交
差
し
、
Ｎ
Ｙ
行
き
の
電
車
や
バ
ス
も
数
多
く

通
っ
て
い
る
た
め
交
通
至
便
で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
の
い
く

つ
か
の
場
所
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
摩
天
楼
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
。
ハ
ッ
ケ
ン
サ
ッ
ク
と
い
う

地
名
は
、
先
住
民
で
あ
る
、
レ
二
・
レ
ナ
ぺ
族
が
、﹁
ア
ッ

キ
ン
グ
サ
・
サ
ッ
ク
﹂
と
呼
ん
で
い
た
事
か
ら
つ
け
ら
れ
た
。

　

住
宅
事
情
は
と
い
う
と
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
通
り
沿
い
の
１

キ
ロ
以
上
も
続
く
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
地
区
を
は
じ
め
、
街
並

み
の
美
し
い
フ
ェ
ア
マ
ウ
ン
ト
地
区
に
佇
む
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

ン
様
式
の
風
格
の
あ
る
古
い
お
屋
敷
、
二
戸
建
て
住
宅
が
多

く
建
ち
並
ぶ
庶
民
的
な
地
域
、
少
々
寂
れ
た
感
の
あ
る
商
工

業
地
区
に
残
る
古
い
一
戸
建
て
の
家
な
ど
多
種
多
様
だ
。
そ

ん
な
中
注
目
し
た
い
の
は
、
以
前
は
商
工
業
地
域
だ
っ
た
場

所
や
、
ハ
ッ
ケ
ン
サ
ッ
ク
川
沿
い
の
少
々
荒
れ
果
て
て
い
た

地
域
の
再
開
発
だ
。
こ
こ
数
年
の
間
に
見
違
え
る
ほ
ど
の
変

貌
を
遂
げ
、
不
動
産
価
値
も
か
な
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

交
通
の
便
の
良
い
立
地
を
生
か
し
、
Ｎ
Ｙ
通
勤
組
の
若
い
層

の
ニ
ー
ズ
に
答
え
た
超
モ
ダ
ン
で
お
し
ゃ
れ
な
賃
貸
ア
パ
ー

ト
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
ひ
と
際
目
立
つ
の
が
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
位
置

す
る
15
階
建
て
の 

﹁
ザ
・
ブ
リ
ッ
ク
﹂
だ
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
で
働
く
住
人
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ジ
、
プ
ー
ル
、

ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い
て
、
ま
る
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ど

真
ん
中
に
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
れ
る
。
1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

２
４
０
０
ド
ル
か
ら
、
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
３
３
０
０
ド
ル
か

ら
。
今
な
ら
仲
介
手
数
料
無
料
、
１
、
２
か
月
分
の
家
賃
が

フ
リ
ー
な
ど
の
特
典
付
き
契
約
が
得
ら
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
２
０
１
・
３
４
４
・
４
４
０
７
、

Ｅ
メ
ー
ルkayhasebe@

gm
ail.com

   

長
谷
部
さ
ん
。

︵

写

真

提

供
・Keller W

illiam
s C

ity View
s Realty/Rob 

A
lvarez Team

︶

目まぐるしく変貌を
遂げる街ハッケンサック

　

公
益
研
究
機
関
Ｎ
Ｙ
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・
リ
サ

ー
チ
・
グ
ル
ー
プ
の
公
共
交
通

利
用
者
擁
護
団
体
ス
ト
ラ
ッ
プ

ハ
ン
ガ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
公
共
交
通
機
関
の
向
上
を
図

る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
は

８
日
、
バ
ス
の
最
も
運
行
が
遅

い
︵
ポ
ー
キ
ー
︶
路
線
と
最
も

時
刻
表
が
当
て
に
な
ら
な
い

︵
シ
ュ
レ
ッ
ピ
ー
︶
路
線
を
発

表
し
た
。 

　

今
年
で
17
回
目
と
な
る
同
年

間
賞
で
、
ポ
ー
キ
ー
賞
に
は
イ

ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
〜
ハ
ー
レ

ム
を
走
行
す
る
Ｍ
１
０
２
路

線
が
選
ば
れ
﹁
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

ス
ネ
イ
ル
︵
金
の
カ
タ
ツ
ム

リ
︶
﹂
像
が
贈
ら
れ
た
。
同
報

道
発
表
に
よ
る
と
、
１
日
平
均

８
０
０
０
人
が
利
用
す
る
同
路

線
は
、
全
77
路
線
の
な
か
で
最

も
遅
い
時
速
４
・
６
マ
イ
ル
で

走
行
し
﹁
時
速
５
マ
イ
ル
で
ヒ

ラ
ヒ
ラ
と
飛
ぶ
蝶
々
よ
り
も
ゆ

っ
く
り
﹂
と
解
説
し
て
い
る
。

主
な
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
渋
滞
を

あ
げ
て
い
る
。
同
賞
の
２
位
は

時
速
４
・
８
マ
イ
ル
の
Ｂ
Ｘ
19

路
線
︵
Ｎ
Ｙ
植
物
園
〜
ブ
ロ
ン

ク
ス
〜
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
リ
バ

ー
バ
ン
ク
・
パ
ー
ク
︶、
３
位

は
５
・
１
マ
イ
ル
の
Ｂ
35
路
線

︵
ブ
ラ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
〜
サ
ン
セ

ッ
ト
・
パ
ー
ク
︶
だ
っ
た
。 

　

定
時
に
到
着
す
る
こ
と
は
ま

れ
で
、
待
ち
時
間
が
長
く
、
複

数
の
バ
ス
が
同
時
に
到
着
す
る

こ
と
も
多
い
、
最
も
不
規
則
な

路
線
に
は
Ｂ
12
路
線
︵
レ
フ
ァ

ー
ツ
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
〜
イ
ー
ス

ト
Ｎ
Ｙ
〜
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
︶
が

評
さ
れ
、
シ
ュ
レ
ッ
ピ
ー
賞
と

し
て
﹁
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
エ
レ
フ

ァ
ン
ト
﹂
像
が
授
与
さ
れ
た
。 

　ＮＹ州陸運局（ＤＭＶ）はこのほど、下劣、過激、不条理
であるなどの理由で、過去３年間に３７５２件の車のナンバ
ープレートの表記申請が却下されたと発表した。 
　同州では、同じ表記が既存していない、攻撃的、不快な印
象を与えない、などの条件を満たせば、ナンバープレートに
自分の好みの文字や数字を指定することができる。新規登録
料は 60 ドル、更新料は年間 31 ドル 25 セントとなっている。
ナンバープレートの表記指定に関するガイドラインは同局の
公式サイト dmv.ny.gov を参照する。同局は毎年約５万件の
カスタム・ナンバープレートを販売している。 

の
ろ
の
ろ
バ
ス

１
位
は
Ｍ
１
０
２

却
下
の
ナ
ン
バ
ー

３
７
５
２
件

mailto:kayhasebe@gmail.com
mailto:kayhasebe@gmail.com
mailto:kayhasebe@gmail.com
mailto:commercial@redacinc.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
討論での“AASP スキル” の具体的指導（１）

　

前
回
は
﹁
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
ス
キ

ル
﹂
＝
﹁
明
確
か
つ
主
張
の
あ

る
自
主
的
発
言
力
﹂
の
最
初
の

Ａ
︵assertive
︶=
﹁
主
張
の

あ
る
発
言
﹂
と
は
実
際
ど
う
い

っ
た
内
容
か
に
触
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
基
本
的
に
は
自
分
の
意

見
を
言
え
ば
良
い
と
い
う
も
の

で
す
が
、
英
文
的
に
も
シ
ン
プ

ル
な“

I think that 

主
語
＋

動
詞because

主
語
＋
動
詞”

と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
え

ば
十
分
伝
達
で
き
る
こ
と
も
お

伝
え
し
ま
し
た
。
今
回
は
主
張

発
言
時
に
必
要
な
三
つ
の
要
素

＝
︵
１
︶
論
理
的
な
理
由
づ
け
、

︵
２
︶
周
り
と
の
同
調
傾
向
か

ら
の
脱
却
、 ︵
３
︶
反
論
す
る
時

の
緩
和
策
、
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
ょ
う
。 

　

ま
ず
︵
１
︶
の
﹁
論
理
的
な

理
由
づ
け
﹂
で
す
が
、
も
ち
ろ

ん
主
張
に
は
説
得
力
の
あ
る
根

拠
が
重
要
な
の
で
、

“
because”　

を
使
っ
て
き
ち
ん
と
理
由
が

提
示
で
き
る
練
習
が
必
要
で

す
。
こ
こ
で
の
注
意
点
は
、
感

情
的
な
理
由
で
な
く
、
実
際
の

具
体
例
や
論
理
的
プ
ロ
セ
ス
を

き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
誰
か
の
意
見
に
賛

同
す
る
時
も“

I agree w
ith 

you because---”

と

必

ず

理
由
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
﹁
賛
同
﹂
で
す
が
、
日
本
の

大
学
で
教
え
て
い
る
と
、︵
２
︶

の
﹁
周
り
と
の
同
調
傾
向
﹂
が

頻
繁
に
見
ら
れ
ま
す
。
実
際

例
と
し
て
は “

I agree w
ith 

every
one.” “

I have the 
sam

e opinion.”

と
、﹁
私
も
﹂

﹁
僕
も
﹂
と
周
り
に
合
わ
せ
よ

う
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
﹁
み

ん
な
と
同
じ
だ
と
安
全
﹂
と
い

う
日
本
文
化
的
発
想
や
自
信
の

な
さ
が
存
在
す
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
も
し
自
分
が
違
う

意
見
を
持
っ
て
い
る
な
ら
、
き

ち
ん
と
そ
れ
が
表
現
で
き
る
練

習
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

次
に
︵
３
︶
の
﹁
誰
か
の
意

見
に
反
対
の
場
合
﹂
で
す
が
、

唐

突

に “
I disagree w

ith 
you because ----"

と
言
え
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は

時
と
場
合
に
よ
り
ま
す
。﹁
相

手
の
意
見
を
否
定
す
る
﹂
の
は
、

か
し
緩
和
し
た
か
ら
﹁
主
張
力

が
足
り
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
で

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
こ

う
い
っ
た
言
い
方
こ
そ
、
丁
寧

か
つ
社
会
的
ス
キ
ル
を
用
い
て

き
ち
ん
と
反
論
し
て
い
る
と
い

う
印
象
を
与
え
ま
す
。

　

し
か
し
面
白
い
こ
と
に
、
米

国
で
の
日
本
や
ア
ジ
ア
系
の
留

学
生
の
中
に
は
﹁
は
っ
き
り
意

見
を
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
﹂

こ
と
ば
か
り
気
に
し
て
、
面
と

向
か
っ
て“

I disagree w
ith 

you”

か
ら
い
き
な
り
始
め
る

学
生
ら
の
例
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
結
果
、﹁
丁
寧
な
は
ず

の
ア
ジ
ア
人
の
生
徒
が
な
ぜ
失

礼
な
言
い
方
を
す
る
の
か
﹂
と

疑
問
を
問
う
研
究
も
あ
り
ま
し

た
。
例
え
ば
非
常
に
親
し
い
間

柄
や
、
討
論
が
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ

し
て
い
る
時
な
ど
は
こ
の
よ
う

な
直
接
的
反
論
も
あ
り
得
ま
す

が
、
授
業
内
で
反
論
を
展
開
す

る
時
は
、
上
記
の
よ
う
に
一
旦 

“
I totally understand your 

point, but m
y opinion is a 

little different.” 

と
前
置
き
し

て
か
ら “

I think 

主
語
＋
動
詞 

because 

主
語
＋
動
詞”

と
い

う
反
論
の
仕
方
を
マ
ス
タ
ー
し

た
い
で
す
ね
。
こ
う
や
っ
て
違

っ
た
意
見
へ
の
尊
重
を
表
す
こ

と
で
、
丁
寧
で
論
理
的
な
討
論

の
展
開
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

主
張
的
発
言
で
重
要
な
点

は
、
た
だ
主
張
す
れ
ば
良
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で

す
。
ま
ず
同
調
し
た
い
願
望
か

ら
離
れ
て
客
観
的
に
物
事
を
考

え
、
自
分
な
り
の
意
見
と
そ
の

理
由
を
段
階
的
に
発
見
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た

そ
の
理
由
は
十
分
論
理
的
ま
た

具
体
的
で
あ
る
こ
と
、
反
対
意

見
を
述
べ
る
時
は
少
し
緩
和

策
を
用
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら

が
﹁
丁
寧
な
主
張
﹂= “

polite 
assertiveness”

を
作
り
上
げ

て
い
る
わ
け
で
す
。
教
え
る
側

と
し
て
は
、
ま
ず
は
討
論
の
ク

ラ
ス
で
一
段
階
ず
つ
の
訓
練
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
取
り
入
れ
る
こ

と
か
ら
始
め
た
い
で
す
ね
。

︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

実
際
難
し
い
ス
ピ
ー
チ
ア
ク
ト

︵
言
語
で
行
う
行
為
︶
と
さ
れ
、

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
米
国
人
は
相
手
に
反

論
す
る
場
合
、
以
前
に
少
し
お

話
し
し
た
﹁
緩
和
策
﹂
な
る
要

素
を
う
ま
く
使
い
ま
す
。
こ
れ

は
日
本
語
で
は
﹁
あ
な
た
の
主

張
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
し
か

し
〜
﹂﹁
お
お
ま
か
に
は
同
意

見
だ
け
ど
、
少
し
自
分
が
違
う

と
思
う
の
は
〜
﹂
な
ど
と
言
っ

た
前
置
き
を
使
っ
て
相
手
の
意

見
を
一
旦
尊
重
す
る
や
り
方
で

す
。
そ
の
後
で
﹁
し
か
し
自
分

の
意
見
は
こ
う
だ
﹂、
と
反
論

を
展
開
す
る
わ
け
で
す
。﹁
緩

和
策
﹂
と
は
、
こ
れ
ら
の
言
語

的
な
前
置
き
以
外
に
も
、
顔
の

表
情
、
目
線
や
声
の
ト
ー
ン
な

ど
を
駆
使
し
て
﹁
直
接
的
な
ぶ

し
つ
け
さ
﹂
を
避
け
て
柔
ら
か

く
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
し

博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在

：

こ
れ
で
安
心
子
ど
も

の
教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出

版
社
︶
な
ど
。
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将
来
の
不
安
か
ら
か
、
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
で
時
間
が
で
き
た

か
ら
か
、
と
に
か
く
日
本
で
は

副
業
が
大
流
行
り
。
会
社
員
の

50
パ
ー
セ
ン
ト
も
、
な
ん
ら
か

の
副
業
を
し
て
い
る
と
い
う
デ

ー
タ
も
あ
る
く
ら
い
。
会
社
で

副
業
が
禁
止
さ
れ
て
い
て
も
、

奥
さ
ん
に
会
社
を
作
ら
せ
た
り

と
工
夫
を
し
て
い
る
人
も
い

る
。

　

実
際
、
わ
た
し
の
周
囲
で
も

そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
な

い
。
給
料
の
他
に
収
入
が
あ
る

か
ら
、
そ
の
お
金
で
家
族
旅
行

し
た
り
、
趣
味
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
い
る
。

　

副
業
で
太
陽
光
発
電
な
ど
の

発
電
所
を
経
営
し
て
い
る
人
も

い
れ
ば
、
デ
ザ
イ
ン
や
動
画
制

作
な
ど
仕
事
や
作
業
で
稼
い
で

い
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。﹁
ラ

ン
サ
ー
ズ
﹂
や
﹁
コ
コ
ナ
ラ
﹂

な
ど
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
に
は
、
そ
ん
な
人
が
た
く
さ

ん
登
録
し
て
い
る
し
、
わ
た
し

た
ち
も
彼
ら
に
仕
事
を
頼
ま
せ

て
も
ら
う
。動
画
編
集
な
ど
は
、

作
業
の
値
段
も
安
い
も
の
も
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
予
算
が
無
い

時
な
ど
と
っ
て
も
助
か
る
。
ネ

ッ
ト
だ
け
で
完
結
す
る
し
助
か

っ
て
い
る
。

　

技
術
が
無
く
て
も
、
休
み
の

日
に
近
所
の
喫
茶
店
で
バ
イ
ト

す
る
な
ど
昔
か
ら
の
副
業
も
あ

る
。
先
日
、
吉
本
興
業
の
芸
人

さ
ん
と
話
を
し
て
い
る
と
﹁
僕

ら
は
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
で
す
﹂

と
笑
っ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
で
イ

ベ
ン
ト
の
仕
事
が
無
く
な
っ
た

彼
ら
も
食
べ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
で
も
、
急
に
仕
事

が
入
っ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に

し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
に
は
ウ

ー
バ
ー
イ
ー
ツ
が
ピ
ッ
タ
リ
ら

し
い
。
人
気
店
の
前
に
は
意
外

と
知
っ
て
い
る
芸
人
さ
ん
た
ち

が
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

﹁
舞
台
の
出
番
の
取
り
合
い
で

な
く
て
、
配
達
の
取
り
合
い
で

す
よ
﹂
と
笑
っ
て
い
た
。
逞
し

い
！

大
谷
由
里
子

：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

﹁
副
業
が
大
流
行
り
﹂
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米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ

Ｄ
Ｃ
︶
は
11
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
し
、
濃
厚
接
触

者
に
対
し
て
の
隔
離
を
不
要
と

す
る
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

発
表
し
た
。

　

今
後
の
学
校
や
デ
イ
ケ
ア
施

設
に
お
け
る
感
染
者
へ
の
隔
離

や
、
登
校
の
た
め
の
陰
性
証
明

を
求
め
る
こ
と
は
推
奨
せ
ず
、

学
校
で
児
童
の
感
染
リ
ス
ク
を

減
ら
す
た
め
の
集
団
隔
離
の
推

奨
も
撤
廃
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
感
染
者
と
接

触
し
た
人
の
隔
離
を
不
要
と

し
、
最
後
に
接
触
し
て
か
ら
5

日
間
空
け
て
検
査
を
受
け
、
10

日
間
は
高
性
能
の
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
よ
う
変
更
し
た
。

　

検
査
で
陽
性
が
確
認
さ
れ
た

人
は
少
な
く
と
も
5
日
間
の
隔

離
を
推
奨
し
、
症
状
が
あ
る
も

の
の
検
査
結
果
が
出
て
い
な
い

人
は
結
果
が
出
る
ま
で
は
隔
離

を
求
め
て
い
る
。

　

今
回
の
変
更
に
つ
い
て
Ｃ
Ｄ

Ｃ
は
﹁
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
法
な

ど
、
重
症
化
を
防
ぐ
手
段
は
い

く
つ
も
あ
り
、
リ
ス
ク
は
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
日

常
生
活
が
大
き
く
混
乱
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
今
回
の
変
更

を
行
っ
た
﹂
と
し
た
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
新
た
な
指
針

濃
厚
接
触
者
の
隔
離
不
要

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
一
帯
の

ビ
ル
マ
︵
ミ
ャ
ン
マ
ー
︶
人

５
０
０
人
余
り
が
６
日
、
ク
イ

ー
ン
ズ
区
の
セ
ン
ト
・ 

ジ
ェ

ー
ム
ズ 

・
エ
ピ
ス
コ
パ
ル
教

会
で
募
金
昼
食
会
を
催
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
腕
を
ふ
る

っ
て
モ
ヒ
ン
ガ
ー
や
シ
ャ
ン
ヌ

ー
ド
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ

ル
マ
料
理
を
持
ち
寄
り
、
販
売

収
入
は
募
金
と
な
っ
て
本
国
で

軍
事
政
権
と
戦
う
民
主
主
義
支

持
者
の
基
金
と
な
る
。
Ｎ
Ｙ
市

に
は
２
０
２
１
年
２
月
の
ク
ー

デ
タ
ー
以
降
に
設
立
さ
れ
た

主
な
募
金
運
動
機
関
が
４
団

体
あ
り
、
年
間
４
〜
５
回
同

様
な
募
金
運
動
が
行
わ
れ
る

が
、
今
回
は
Ｓ
Ｍ
Ｓ (Spring 

M
yanm

ar Society)

と

Ｈ

２
Ｂ(H

elping H
ands for 

B
urm

a)　

が
主
催
し
た
。 

　

﹁
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
の
ク
ー

デ
タ
ー
で
、
そ
れ
ま
で
の
軍
事

政
権
か
ら
民
主
主
義
へ
と
国
民

の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
民
主

主
義
に
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
と
Ｎ

Ｄ
Ｌ
︵
国
民
民
主
連
盟
︶
の
幹

部
を
国
軍
が
追
放
し
、
拘
束
し

た
﹂
と
説
明
す
る
ビ
ル
マ
人
た

ち
は
募
金
を
国
軍
と
戦
う
民
主

主
義
支
持
者
に
送
金
を
す
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
で
は
ク
ー
デ
タ

ー
を
起
こ
し
た
国
軍
が
予
想
以

上
に
一
般
国
民
の
抵
抗
を
も
た

ら
し
て
い
る
と
最
近
の
Ａ
Ｐ
通

信
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
紙
な
ど
が
報
道
し
て
い
る
。　

　

Ｎ
Ｙ
市
ビ
ル
マ
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
︵
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
︶
の
会
長

で
あ
る
ネ
イ
・
Ｔ
・
ミ
ン
さ
ん

は
、﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一
般

市
民
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
実
情
を

知
っ
て
も
ら
い
、
投
獄
さ
れ
て

い
る
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏

や
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
幹
部
を
支
持
す
る

新
興
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｈ
︵
連
邦
議
会

代
表
委
員
会
︶
と
Ｎ
Ｕ
Ｇ
︵
国

民
統
一 

政
府
﹂
を
承
認
し
て

も
ら
い
た
い
と
訴
え
る
。

　

ま
た
、
匿
名
希
望
の
参
加
者

は
﹁
Ｎ
Ｙ
市
一
帯
で
は
︵
約

１
万
人
と
想
定
さ
れ
る
︶
ビ
ル

マ
人
人
口
の
約 

70
％
か
ら 
80

向
か
っ
て
左
か
ら
：
ト
ゥ

ン
・
ト
ゥ
ン 

さ
んSM

S 
(Spring M

yanm
ar Soci-

ety),  

ト
ゥ
レ
イ
ン
・
ウ
ィ

ン
タ
ッ
ト
さ
ん
　︵H

2B

； 
H

elping H
ands for Bur-

m
a), 

ネ
イ
・
Ｔ
・
ミ
ン
さ

ん
　︵N

YC
BC

︶,  

ゾ
ー
・

Ｍ
・
テ
イ
ン 

さ
ん(H

2B)

PD
F

︵
国
民
統
一
政
府
︵
Ｎ
Ｕ
Ｇ
︶﹂
の
自
衛
組
織
﹁
国

民
防
衛
隊
︵
Ｐ
Ｄ
Ｆ
︶﹂
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
を
販
売
す
る

オ
ー
ド
リ
ー
さ
ん

％
が
Ｎ
Ｕ
Ｇ
と
Ｃ
Ｒ
Ｐ

Ｈ
を
支
持
し
て
お
り
、 

ク
ー
デ
タ
ー
以
後
の
入

米
者
を
含
め
れ
ば
も
っ

と
多
く
の
支
持
率
と
な

る
。
８
月
の
Ｎ
Ｌ
Ｄ
メ

ン
バ
ー
４
人
の
処
刑
は

遺
憾
な
こ
と
だ
っ
た
が
、

我
々
は
そ
の
怒
り
を
肯

定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

換
え
て
軍
事
政
権
と
戦

っ
て
い
く
。
軍
当
局
を

打
倒
す
る
の
は
非
常
に

難
し
く
、
時
間
が
か
か

る
が
、
辛
抱
強
く
努
力

を
続
け
て
い
く
﹂
と
語

っ
た
。︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ

ン
今
井
絹
江
、
写
真
も
︶

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
が
毎
月
の
犯
罪
数

を
前
年
同
月
に
比
較
し
て
発
表

す
る
統
計
に
よ
る
と
、
７
月
は

ア
ジ
ア
系
へ
の
憎
悪
犯
罪
数
が

12
件
で
昨
年
同
時
期
の
12
件
と

横
ば
い
の
数
字
と
な
っ
た
。
中

国
の
武
漢
か
ら
発
生
し
た
と
報

道
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ

た
２
０
２
０
年
か
ら
そ
れ
ま
で

微
々
た
る
数
だ
っ
た
ア
ジ
ア
系

へ
の
憎
悪
犯
罪
が
急
上
昇
、
21

年
１
月
か
ら
５
月
末
ま
で
の
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
統
計
で
は
前
年
同
期

の
20
件
か
ら
87
件
へ
と
３
３
５

％
の
上
昇
を
示
し
た
。
し
か
し

今
年
３
月
以
降
、
前
年
の
同
期

に
比
較
し
て
３
月
に
は
47
％

減
、
４
月
に
75
％
減
、
５
月
に

53
％
減
、
６
月
に
43
％
減
と
な

っ
て
い
た
。

　

現
在
、
憎
悪
犯
罪
は
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
系
や
白
人
を
対
象
と
し

た
犯
罪
が
倍
に
増
え
て
い
る
。

他
の
犯
罪
で
昨
年
の
同
時
時
期

に
比
べ
て
増
え
た
の
が
殺
人
の

32
・
３
％
、
略
奪
37
・
２
％
、

窃
盗
40
・
６
％
で
全
体
の
犯
罪

数
で
は
30
・
５
％
増
加
し
た
。

７
月
の
ア
ジ
ア
系
憎
悪
犯
罪

前
年
同
期
比
で
横
ば
い

MOTIVATION 2022 2021 +/- % Change
Asian 12 12 0 0%
Black 0 1 -1 -100%
Disability 0 0 0 0%
Ethnic 2 2 0 0%
Gender 1 1 0 0%
Hispanic 1 0 1 100%
Jewish 15 7 8 114%
Muslim 0 2 -2 -100%
Religion 2 2 0 0%
Sexual Orientation 17 9 8 89%
White 4 0 4 100%
TOTAL 54 36 18 50%

軍事政権に反対
Ｎ
Ｙ
在
住
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

募
金
昼
食
会
開
く

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物
園
で
こ
の

春
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
期
間

限
定
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
﹁
恐

竜

サ

フ

ァ

リ
︵D

inosaur 
Safari

︶﹂
が
、
10
月
30
日
︵
日
︶

ま
で
開
催
中
。
園
内
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
に
は
、
史
上

最
大
の
空
を
飛
ぶ
翼
竜
ケ
ツ
ァ

ル
コ
ア
ト
ル
ス
の
ほ
か
、
テ
ィ

ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
や
ス
テ
ゴ
サ
ウ

ル
ス
な
ど
52
体
も
の
実
物
大
模

型
を
展
示
。
ほ
と
ん
ど
の
恐
竜

が
目
や
口
を
動
か
し
た
り
、
大

き
な
鳴
き
声
を
あ
げ
て
い
る
の

で
、
模
型
と
は
い
え
迫
力
の
あ

る
古
代
生
物
を
間
近
で
み
る
こ

と
が
で
き
る
。﹁
化
石
発
掘
体

験
﹂
ブ
ー
ス
、
写
真
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
も
設
置
。
入
場
料
は
13
歳

以
上
が
41
ド
ル
95
セ
ン
ト
、
65

歳
以
上
が
36
ド
ル
95
セ
ン
ト
、

３
歳
〜
12
歳
が
31
ド
ル
95
セ
ン

ト
、
２
歳
以
下
・
会
員
は
無

料
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://bronxzoo.com

恐
竜
サ
フ
ァ
リ

ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物
園
で

　

ア
メ
リ
カ
在
住
の
大
腸
が
ん

診
断
を
受
け
た
ア
ジ
ア
人
女
性

を
対
象
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
用
い
た
大
腸
が
ん
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

研
究
を
行
う
エ
モ
リ
ー
大

学
看
護
学
部
は
、
大
腸
が

ん
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ッ
プ
に

関
す
る
研
究
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
る
。﹁
結
腸

直
腸
が
ん
と
共
に
生
き
る

ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
女

性
に
対
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
基
盤
と
し
た
情
報
と

コ
ー
チ
ン
グ
／
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｔ
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ａ
︶﹂
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
行
わ
れ
、
薬
の
投
与
や

施
設
へ
の
訪
問
は
含
ま
れ
な

い
。
対
象
は
21
歳
以
上
で
結
腸

直
腸
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
英

語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
日

本
語
の
い
ず
れ
か
で
読
み
書

き
が
で
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な

中
国
人
・
韓
国
人
・
日
本

人
。
３
か
月
の
参
加
期
間
終

了
後
に
謝
礼
︵
50
ド
ル
︶
が

送
ら
れ
る
。
問
い
合
わ
せ

は
電
話
４
０
４
・
４
２
４
・

３
９
６
３
、
ま
た
は
Ｅ
メ

ー

ル

SO
N

T
C

O
L

A
@

m
scloud.em

ory
.net

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://tcola.nursing.
em

ory.edu/

を
参
照
す
る
。

大腸がん調査に協力を

Hate Crime Statistics: July 2022
(Representing July 1 – July 31 for calendar years 2022 and 2021)

Note: Statistics above are subject to change, as active possible bias cases may be 
reclassifi ed to non-bias cases and removed from counted data upon investigation

mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://bronxzoo.com
https://bronxzoo.com
https://bronxzoo.com
https://tcola.nursing
https://tcola.nursing
https://tcola.nursing
https://www.samuraimama.com/
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ベ
ッ
ド
フ

ォ
ー
ド
・
ス
タ
イ
ベ
サ
ン
ト
に

あ
る
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
店
舗
で
１

日
夜
、
冷
め
た
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
を
提
供
し
た
と
女
性
客
と
口

論
に
な
っ
た
従
業
員
が
、
銃
で

撃
た
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
。
首

を
撃
た
れ
て
重
体
と
な
っ
て
い

た
男
性
従
業
員
マ
シ
ュ
ー
・
ウ

ェ
ブ
さ
ん
︵
23
︶
は
５
日
に
死

亡
し
た
。

　

事
件
は
、
女
性
客
リ
サ
・
フ

ル
モ
ア
︵
40
︶
に
提
供
さ
れ
た

ポ
テ
ト
が
冷
め
て
い
た
こ
と
で

店
員
と
口
論
に
な
り
、
そ
の
言

い
争
い
を
聞
き
つ
け
た
息
子
が

店
に
乗
り
込
み
、
店
の
外
で
殴

り
合
い
の
ケ
ン
カ
の
末
に
銃
を

発
砲
し
た
。犯
人
の
マ
イ
ケ
ル
・

モ
ー
ガ
ン
︵
20
︶
は
殺
人
容
疑

で
警
察
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
。

同
容
疑
者
は
、
2
年
前
に
も
男

性
を
銃
で
殺
害
し
て
い
た
こ
と

を
自
供
し
て
お
り
、
そ
の
他
に

も
多
数
の
逮
捕
歴
や
窃
盗
罪
で

の
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
る
。

ポ
テ
ト
冷
た
い

撃
た
れ
死
亡

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
42
丁
目
と
９

番
街
で
10
日
午
後
５
時
頃
、
観

光
用
馬
車
を
引
い
て
い
た
馬
が

路
上
で
倒
れ
る
出
来
事
が
あ
っ

た
。
目
撃
者
が
撮
影
し
た
動
画

に
は
、
馬
が
膝
を
つ
き
路
上
で

動
か
な
く
な
り
、
馬
車
を
引
い

て
い
た
男
性
が
起
き
上
が
る
よ

う
促
し
た
が
、
馬
は
横
向
き
に

倒
れ
て
し
ま
う
様
子
が
映
っ
て

い
る
。
そ
の
後
、
警
官
が
ホ
ー

ス
で
水
を
か
け
て
馬
の
体
を
冷

や
す
と
、
約
１
時
間
後
に
ゆ
っ

く
り
と
起
き
上
が
り
Ｎ
Ｙ
市
警

の
専
用
運
搬
車
で
運
ば
れ
、
獣

医
の
診
察
を
受
け
た
と
い
う
。

こ
の
春
か
ら
馬
車
を
引
い
て
い

る
ラ
イ
ダ
ー
と
い
う
14
歳
の
雄

馬
は
、翌
日
夜
に
は
回
復
し
た
。

馬
車
団
体
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン

は
﹁
馬
は
暑
さ
に
よ
る
疲
労
で

は
な
く
、
感
染
し
た
オ
ポ
ッ
サ

ム
の
糞
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
馬
が
か
か
る
神
経
疾
患
、
馬

原
虫
性
脊
髄
脳
炎
だ
っ
た
﹂
と

発
表
し
て
い
る
。

　

動
物
愛
護
・
政
治
活
動
団
体

の
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
は
﹁
馬
が

倒
れ
た
様
子
を
見
て
不
安
に
な

っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
か
ら
電

話
や
メ
ー
ル
が
殺
到
し
て
い

る
﹂
と
話
し
、
ま
た
政
治
家
に

対
し
て
こ
れ
ら
の
馬
車
を
廃
止

し
、
電
気
自
動
車
に
置
き
換
え

る
よ
う
求
め
た
。
動
物
愛
護
団

体
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ａ
も
﹁
車
な
ど
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
大
都
市
に

馬
を
置
く
べ
き
で
な
い
﹂
と
非

難
し
た
。
ビ
ル
・
デ
・
ブ
ラ
シ

オ
前
Ｎ
Ｙ
市
長
は
２
期
を
通
じ

て
馬
車
の
禁
止
を
公
約
に
あ
げ

て
い
た
が
、
馬
車
業
界
や
労
働

組
合
ら
の
強
い
反
対
に
合
い
失

敗
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
市
議

会
に
よ
り
２
０
１
９
年
、
気
温

が
摂
氏
32
度
以
上
で
は
馬
車
の

運
行
を
禁
止
す
る
法
案
が
成
立

し
た
。
現
市
長
の
ア
ダ
ム
ス
氏

は
、
馬
車
の
禁
止
を
公
に
は
支

持
し
て
い
な
い
。

馬
車
の
馬
倒
れ
る

動
物
愛
護
論
争
も
再
熱

主
催
者
の
山
本
容
子
さ
ん

︵
右
︶
と
大
下
寿
馬
さ
ん

中
垣
顕
実
法
師
の
ス
ピ
ー
チ

地
元
住
民
た
ち
が
参
加
し
た
盆
踊
り

　

反
核
・
反
原
発
を
テ
ー
マ
に

し
た
﹁
盆
踊
り
平
和
祭
﹂
が
８

月
６
日
土
曜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
キ
ン
グ
ス
ト
ン
に
あ
る
Ｔ
Ｒ

ギ
ャ
ロ
ー
・
パ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
た
。
キ
ン
グ
ス
ト
ン
で
ラ
ー

メ
ン
屋
﹁
タ
ン
マ
﹂
を
営
む
山

本
容
子
さ
ん
と
夫
の
大
下
寿
馬

さ
ん
が
中
心
と
な
り
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
12
回
目
を

迎
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

一
昨
年
は
リ
モ
ー
ト
開
催
、
昨

年
は
﹁
ヒ
ロ
シ
マ
へ
の
誓
い　

サ
ー
ロ
ー
節
子
と
と
も
に
﹂
と

﹁
こ
の
世
界
の
片
隅
に
﹂
の
屋

外
映
画
上
映
会
と
な
り
、
対
面

で
の
開
催
は
３
年
振
り
と
な
っ

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
正
午
か
ら
開
始

さ
れ
、
地
元
の
ダ
ン
ス
団
や
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
踊
り

が
披
露
さ
れ
、
ス
イ
カ
割
り
な

ど
も
行
わ
れ
た
。
キ
ン
グ
ス
ト

ン
市
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ノ
ー
ブ

ル
市
長
が
挨
拶
し
、
ア
ル
ス
タ

ー
郡
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
委

員
会
委
員
長
の
マ
ナ
・
ジ
ョ

ー
・
グ
リ
ー
ン
議
員
︵
19
区
︶

は
原
発
反
対
の
ス
ピ
ー
チ
を
行

っ
た
。
被
曝
体
験
を
語
る
予
定

だ
っ
た
ウ
エ
ス
ト
森
本
富
子
さ

ん
︵
90
歳
︶
は
事
情
に
よ
り
欠

席
だ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
民
舞
座
の

踊
り
や
、
バ
ー
リ
ン
ト
ン
太
鼓

の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ペ
イ
ト
ン

さ
ん
ら
に
よ
る
太
鼓
演
奏
や
獅

子
舞
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
夕

方
の
盆
踊
り
で
お
祭
り
は
ピ
ー

ク
に
達
し
た
。
反
核
平
和
活
動

家
の
中
垣
顕
実
法
師
︵
浄
土
真

宗
︶
に
よ
る
読
経
後
、
参
加
者

一
人
ひ
と
り
が
鐘
を
鳴
ら
し
広

島
お
よ
び
長
崎
の
原
爆
被
害
者

を
追
悼
し
た
。

　

山
本
容
子
さ
ん
は
今
年
、
長

年
に
わ
た
る
平
和
・
文
化
活
動

が
認
め
ら
れ
て
、
キ
ン
グ
ス
ト

ン
市
か
ら
名
誉
市
民
賞
が
、
モ

ホ
ー
ク
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
は
功
労
賞
が
贈
ら
れ

た
。
山
本
さ
ん
は
﹁
２
つ
も
賞

を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
原
爆

や
平
和
へ
の
関
心
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
り
、
祭

り
の
運
営
も
ス
ム
ー
ズ
で
し

た
。
今
日
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は

平
和
へ
の
関
心
が
高
く
、
今
年

は
盆
踊
り
の
参
加
者
が
こ
れ
ま

で
の
一
番
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
﹂
と
語
っ
た
。

　
　

　︵
武
末
幸
繁
、
写
真
も
︶

平
和
の
た
め
の

盆
踊
り
開
催

NY州キングストンで

https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
http://www.nykoshin.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.rostamilaw.com
http://jweeklyusa.com
http://myriverside.net/home
mailto:info@tsutech.com
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こ
ん
に
ち
は
！ 

理
学
療
法

士
の
須
賀
で
す
。
首
の
こ
り
や

痛
み
を
お
持
ち
の
方
、
多
い
で

す
よ
ね
。
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
は
ワ
ー
ク
フ
ロ
ム
ホ
ー
ム
で

身
体
を
動
か
す
機
会
の
減
っ
た

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
方
に
多
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
首

の
こ
り
が
ひ
ど
く
な
る
と
め
ま

い
ま
で
し
て
く
る
と
い
う
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　

首
に
は
多
く
の
神
経
や
血
管

が
通
っ
て
い
ま
す
。
特
に
後
頭

部
の
下
あ
た
り
に
あ
る
筋
肉
は

目
の
動
き
と
関
連
し
ま
す
。
そ

れ
を
包
ん
で
い
る
筋
肉
の
膜
、

﹁
筋
膜
﹂
が
こ
っ
て
し
ま
う
と

そ
こ
に
は
神
経
が
多
く
部
分
布

す
る
た
め
、
痛
み
や
こ
り
だ
け

で
は
な
く
め
ま
い
の
よ
う
な
感

覚
を
得
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
め
ま
い
は
前
回
ま
で
お
伝

え
し
て
き
た
耳
の
中
が
原
因
の

め
ま
い
と
は
ま
た
別
の
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の

皮
の
よ
う
な
筋
膜
の
部
分
に
痛

み
な
ど
を
感
じ
る
神
経
線
維
が

多
い
の
で
、
そ
こ
を
ほ
ぐ
さ
な

い
で
筋
肉
を
揉
み
ほ
ぐ
す
よ
う

な
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
一
時
的
な
症

状
緩
和
に
し
か
な
ら
な
い
場
合

が
多
い
で
す
。

　

首
の
筋
膜
は
ど
の
よ
う
に
し

て
影
響
を
受
け
て
状
態
が
悪
く

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

主
に

２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
首
の
筋
膜
が
硬
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
タ
イ
プ
。

長
時
間
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
動

か
さ
な
か
っ
た
り
、
首
に
近
い

肩
や
背
中
な
ど
に
昔
の
怪
我
や

病
気
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
治
る

過
程
に
お
い
て
筋
膜
が
く
っ
つ

い
て
固
く
な
っ
て
し
ま
う
タ
イ

プ
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
痛
み

や
め
ま
い
が
生
じ
て
い
る
場
合

は
固
く
な
っ
て
い
る
場
所
、
筋

肉
よ
り
少
し
浅
い
と
こ
ろ
に
あ

る
筋
膜
を
ほ
ぐ
し
て
い
く
と
良

く
な
り
や
す
い
で
す
。
２
つ
目

は
筋
力
が
弱
く
て
、
首
の
関
節

が
動
き
過
ぎ
る
こ
と
に
よ
っ
て

筋
膜
が
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
う

タ
イ
プ
。
こ
ち
ら
の
タ
イ
プ
は

女
性
や
昔
交
通
事
故
に
あ
っ
て

https://youtu.be/VxQGPKBRAVQ

首
の
筋
膜
の
こ
り
と
痛
み
、

め
ま
い
の
関
係

6

Ｆ
Ｍ
Ｓ

  

日
米
で
の
臨
床
経
験
を
持

ち
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
日
本
理
学
療
法
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
に
も
携
わ
っ

た
セ
ラ
ピ
ス
ト
。
世
界
初
で

Fascial Manipulation ®

の
認

定
を
取
得
し
た
筋
膜
の
専
門

家
。
専
門
は
筋
膜
、
め
ま
い
、

整
形
外
科
全
般
と
ス
ポ
ー
ツ
。

関
節
が
緩
い
方
が
多
く
、﹁
首

を
ス
ト
レ
ッ
チ
し
ま
し
ょ
う
﹂

﹁
ど
ん
ど
ん
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
﹂

と
や
っ
て
し
ま
う
と
症
状
が
悪

化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

ち
ら
の
タ
イ
プ
の
方
は
し
っ
か

り
と
首
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る

筋
肉
を
し
っ
か
り
鍛
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

首
が
動
き
過
ぎ
な
く
て
も
大
丈

夫
な
よ
う
に
、
胸
椎
、
胸
の
高

さ
の
背
中
の
骨
が
よ
く
動
く
よ

う
に
運
動
を
行
い
ま
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
と
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
あ

るY
ouT

ube

ビ
デ
オ
に
耳

の
中
か
ら
来
る
め
ま
い
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
ま
す
。
① 

そ

れ
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
② 

首
の
症
状
が
あ
る
時
に
め
ま
い

が
で
や
す
い
。
①
と
②
に
該
当

さ
れ
る
方
は
適
切
な
首
の
検
査

と
治
療
で
良
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
②
。
そ
の
時
は

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
せ
。

■Dr. Kohei Suga

︵
須
賀

康
平
︶、
Ｐ
Ｔ
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
、
Ｃ

C
O

V
ID

-1
9
 

に
感
染
し
た

従
業
員
に
対
す
る
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

クイック USA

101

　

ア
メ
リ
カ
で
は
新
規
感
染
者

の
80
％
は
変
異
種
の
中
で
感
染

力
が
も
っ
と
も
強
い
と
考
え
ら

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
は
か
り
、
ご

参
考
と
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
甚
で
す
。

　

ま
ず
、
次
の
感
染
者
対
策
に

関
す
る
内
容
は
基
本
的
に
Ｃ
Ｄ

Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ベ
ー
ス

に
し
て
お
り
ま
す
が
、
州
︵
あ

る
い
は
州
の
中
で
も
一
部
の
カ

ウ
ン
テ
ィ
︶
に
あ
る
公
衆
衛
生

監
督
局
に
よ
っ
て
は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
上
の
基
準
が

設
け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
す
べ
て
が
全
米
で
一
律
に

適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
必
ず
し
も
法

的
執
行
力
を
持
つ
も
の
で
は
な

く
、
法
規
制
と
い
う
性
格
の
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
念

頭
に
入
れ
て
お
い
て
ほ
し
い
と

存
じ
ま
す
。

　

ま
ず
従
業
員
の
中
に
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
あ
る
い
は
Ｆ
Ｄ
Ａ
が
承

認
し
認
可
し
て
い
る
市
販
の
簡

易
キ
ッ
ト
に
よ
る
検
査
結
果
で

陽
性
が
出
た
場
合
は
、
そ
の
日

か
ら
数
え
て
少
な
く
と
も
5
日

間
の
自
主
隔
離
期
間
を
要
す
る

た
め
、
そ
の
間
の
職
場
へ
の
出

社
は
原
則
禁
止
と
な
り
ま
す
。

5
日
が
経
過
し
た
時
点
で
再
度

検
査
を
受
け
そ
の
結
果
が
陰
性

に
変
わ
っ
た
際
に
は
、
コ
ロ
ナ

の
兆
候
が
緩
和
し
、
解
熱
剤
を

使
わ
ず
に
平
熱
が
24
時
間
維
持

さ
れ
て
、
は
じ
め
て
職
場
へ
の

出
社
復
帰
を
マ
ス
ク
着
用
を
義

務
付
け
た
状
態
で
認
め
る
と
い

う
手
順
に
な
り
ま
す
。
も
し
5

日
目
が
経
過
し
た
時
点
で
、
兆

候
が
緩
和
さ
れ
て
い
て
も
再
度

検
査
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
ト
ー
タ
ル
10
日
間
ま
で
の

自
主
隔
離
を
継
続
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

酒
井
謙
吉
　

Pacifi c Dreams, Inc.
　CEO

www.919usa.com

　

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
を
手

に
入
れ
る
た
め
に
は
永
住
権
の

取
得
は
大
変
重
要
な
要
素
に
な

り
ま
す
。
婚
姻
に
よ
る
永
住
権

を
申
請
さ
れ
る
場
合
に
最
も
重

要
な
の
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
収
入

で
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
配

偶
者
も
し
く
は
配
偶
者
家
族
の

収
入
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
が
１
人

の
場
合
、
１
万
６
９
８
７
ド
ル

50
セ
ン
ト
以
上
、
２
人
以
上
の

場
合
は
、
２
万
２
５
５
０
ド
ル

以
上
の
収
入
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
確
定
申
告
時
の
連
邦
税
率

は
収
入
よ
っ
て
異
な
り
、
年
収

が
0
〜
２
万
５
５
０
ド
ル
の
場

合
は
、
収
入
の
10
％
が
課
せ

ら
れ
、
年
収
が
２
万
５
５
１

ド
ル
〜
８
万
３
５
５
０
ド
ル

の
場
合
は
、
２
０
５
５
ド
ル

市
民
権
・
永
住
権
取
得
と
税
務
負
担 1

︵
２
万
２
５
５
０
ド
ル
の
10
％
︶

+
 

全
収
入
か
ら
２
万
５
５
０

ド
ル
を
差
し
引
い
た
12
％
が

所
得
税
と
し
て
課
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
以
上
の
収
入
が
あ
る

場
合
は
、
ま
た
別
の
税
率
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

税
務
報
告
義
務
の
一
つ
と
し

て
、
日
本
で
の
所
得
申
告
が
あ

り
ま
す
。
日
本
で
の
所
得
が
あ

る
場
合
は
日
本
で
税
務
申
告
を

し
た
分
を
、
米
国
で
の
申
告
時

に
合
算
す
る
こ
と
が
で
き
、
日

本
で
納
め
た
分
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日
本
の
収
入
が
夫
婦
合
わ

せ
て
２
万
１
７
４
０
ド
ル
以
内

︵
２
０
２
１
年
基
準
︶
で
あ
れ

ば
、
米
国
で
の
所
得
税
は
免
除

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
米
国
市
民

権
の
申
請
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
、
申
請
前
に
過
去
5
年
間

の
税
務
報
告
書
の
ご
用
意
を
お

忘
れ
な
く
。
米
国
市
民
権
の
申

請
に
お
い
て
は
、
納
税
金
額
の

多
寡
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

︵
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ナ
ン
米
国
会

計
士
︶

れ
るC

O
V

ID
-19

の
変
異
種

で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
型
の
さ
ら

に
亜
種
Ｂ
Ａ
・
５
に
よ
っ
て
感

染
者
数
お
よ
び
入
院
患
者
数
と

も
全
米
各
地
で
確
実
に
増
え
続

け
て
お
り
ま
す
。
も
は
や
日
系

企
業
の
従
業
員
の
中
で
も
、
新

規
感
染
者
が
い
つ
出
て
き
て
も

不
思
議
で
は
な
い
状
況
だ
と
申

し
上
げ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
今
回
は
従
業

員
の
中
で
感
染
者
が
出
た
場
合

の
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
再
度

https://youtu.be/VxQGPKBRAVQ
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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 Queens & LI
　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
と
ジ
ェ
シ
カ
・
テ
ィ
ッ
シ

ュ
同
市
衛
生
局
は
８
日
フ
ラ
ッ

シ
ン
グ
・
メ
ド
ウ
ズ
・
コ
ロ
ナ
・

パ
ー
ク
で
記
者
会
を
行
い
、
ク

イ
ー
ン
ズ
全
域
を
対
象
に
し
た

国
内
屈
指
の
包
括
的
な
堆
肥
化

︵
コ
ン
ポ
ス
ト
︶
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
今
秋
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。 

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
昨
年
、
ア

ス
ト
リ
ア
地
区
で
登
録
し
た
希

望
者
を
対
象
に
試
験
的
に
行
わ

れ
た
。
10
月
３
日
か
ら
同
局
の

ト
ラ
ッ
ク
は
毎
週
、
同
区
内
の

す
べ
て
の
住
居
ビ
ル
を
巡
回

し
、
落
葉
や
庭
ゴ
ミ
、
生
ゴ
ミ
、

紙
類
を
回
収
す
る
。
参
加
申
請

は
必
要
な
く
、
指
定
日
に
収
集

場
所
に
ゴ
ミ
袋
を
出
す
。
希
望

者
に
は
10
月
１
日
か
ら
無
料
の

ゴ
ミ
袋
を
配
布
し
、
10
戸
以
上

の
ア
パ
ー
ト
ビ
ル
に
は
優
先
的

に
提
供
す
る
。
ゴ
ミ
袋
に
指
定

は
な
い
が
、
ネ
ズ
ミ
被
害
を
避

け
る
た
め
ゴ
ミ
は
必
ず
封
を
す

る
。 

　

同
市
は
無
料
ゴ
ミ
袋
の
負

担
を
含
め
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
追
加
２
０
０
万
ド
ル
を
投

じ
た
が
、
同
区
の
人
口
は
約

２
２
０
万
人
な
の
で
、
１
人
当

た
り
１
ド
ル
程
度
の
追
加
資
金

で
済
む
と
い
う
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ

同
局
長
は
回
収
し
た
ゴ
ミ
に
つ

い
て
﹁
埋
め
立
て
地
に
廃
棄
し

有
害
な
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出

す
る
代
わ
り
に
、
ゴ
ミ
は
堆
肥

化
し
て
土
に
戻
す
、
ま
た
は

嫌
気
性
消
火
装
置
で
処
理
し

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
利
用
で
き
る
﹂
と
説
明
し

た
。
ま
た
同
市
長
は
﹁
Ｎ
Ｙ
市

は
賢
明
か
つ
的
を
定
め
、
コ
ス

ト
効
率
の
高
い
方
法
で
、
気

候
変
動
対
策
を
先
導
し
て
い

く
﹂
と
話
し
て
い
る
。
回
収
の

日
程
は
９
月
中
旬
に
同
衛
生

局
︵
Ｄ
Ｓ
Ｎ
Ｙ
︶
の
特
設
サ
イ

ト
で
公
表
す
る
。
ま
た
無
料

ゴ
ミ
袋
を
希
望
す
る
場
合
は
、

10
月
１
日
前
ま
で
に nyc.

gov/curbsidecom
posting

ま

た

は
n

y
c

.g
o

v
/

C
om

postingB
inD

ecal

に

登
録
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

落
葉
の
多
い
12
月
末
ま
で
続
け

ら
れ
、来
年
３
月
に
再
開
す
る
。

コ
ン
ポ
ス
ト
大
作
戦

国
内
最
大
堆
肥
化
プ
ロ
グ
ラ
ム 

ク
イ
ー
ン
ズ
区
全
域
で

　

ア
メ
リ
カ
東
海
岸
で
唯
一
の

日
本
野
菜
農
業
を
30
年
以
上

経
営
す
る
鈴
木
フ
ァ
ー
ム
が

27
日
︵
土
︶
、
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ

ッ

ジ
︵934 3rd A

venue, 
B

rooklyn

︶
で
行
わ
れ
る
第

２
回
夏
祭
り
に
出
店
す
る
。
農

場
か
ら
直
送
し
た
、
取
れ
た
て

で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
日
本
野
菜
の

出
張
販
売
を
行
う
。
旬
の
夏
野

菜
の
ト
マ
ト
、
な
す
、
ピ
ー
マ

ン
、
き
ゅ
う
り
、
長
ネ
ギ
、
ゴ

ー
ヤ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
し
し
と
う

な
ど
、
ど
れ
も
日
本
で
は
な
じ

み
が
あ
る
が
ア
メ
リ
カ
で
は
な

か
な
か
手
に
入
ら
な
い
野
菜
を

豊
富
に
取
り
揃
え
て
販
売
す

る
。
価
格
は
３
ド
ル
か
ら
。

　

な
お
、
今
回
の
出
張
販
売
は

日
本
野
菜
の
種
を
育
種
す
る

﹁
ト
キ
タ
種
苗
株
式
会
社
﹂
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
。
ト
キ

　

夏
限
定
の
無
料
ヨ
ガ
ク
ラ
ス

が
、
31
日
︵
水
︶
ま
で
の
毎
週

火
曜
午
前
10
時
と
毎
週
水
曜
午

後
６
時
か
ら
の
週
２
回
、
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
42
丁
目
と
６
番
街
の

角
に
あ
る
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
参
加

費
無
料
だ
が
要
事
前
予
約
、
雨

天
中
止
。

　

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
で
は

そ
の
ほ
か
、
火
曜
午
前
７
時
30

分
か
ら
太
極
拳
、
水
曜
午
前
７

時
か
ら
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
︵
年

中
開
催
︶、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や

編
み
物
教
室
、
パ
ー
ク
ツ
ア
ー

な
ど
す
べ
て
無
料
で
行
わ
れ
て

い
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://bry
antpark.org/

activities/

を
参
照
す
る
。

鈴木ファームが27日

ジャパンビレッジ夏祭りで
新
鮮
な
日
本
野
菜
を
販
売

タ
種
苗
は
、
日
本
の
お
い
し

い
野
菜
を
世
界
中
に
広
め
る

総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁O

ishii 
N

ippon Project

﹂
の
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
米
国
内
で
の

日
本
野
菜
の
普
及
推
進
に
努

め
て
い
る
。
ト
キ
タ
の
種
の

野
菜
は
鈴
木
フ
ァ
ー
ム
で
も

　

日
本
で
活
動
す
る
美
術

家
、
羽
山
奈
保
の
個
展
﹁
〜

い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
を
越

え

て

〜C
atch the Shine  

rebellious spirit

﹂
が
９
月

９
日
︵
金
︶
と
10
日
︵
土
︶
の

２
日
間
、
午
前
11
時
か
ら
午
後

２
時
、
午
後
３
時
30
分
か
ら
６

時
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヒ

ル
ト
ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
︵
６

番
街
１
３
３
５
番
地
︶
で
開
催

さ
れ
る
。

　

羽
山
は
武
蔵
野
美
術
大
学
在

学
中
よ
り
個
展
、
グ
ル
ー
プ
展

を
開
催
。
同
展
は
Ｎ
Ｙ
で
初
め

て
の
個
展
と
な
る
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ツ
を

題
材
に
、
本
来
開
催
さ
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
２
０
２
０
年
に
発

表
し
た
作
品
︵
巷
房
・
銀
座
︶

に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
悲
し

み
、
逆
境
に
あ
っ
て
も
あ
き
ら

め
な
い
者
達
の
姿
を
描
く
。
羽

山
は
﹁
今
、
世
界
が
未
曾
有
の

困
難
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
中

で
、
少
し
で
も
私
の
作
品
か
ら

何
か
感
じ
て
頂
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
﹂と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

羽
山
奈
保
が
初
の
Ｎ
Ｙ
展

ハ
ー
ド
ル
超
え
る
若
者
描
く

栽
培
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の

出
店
で
購
入
が
可
能
。
新
鮮

野
菜
の
他
、
ア
メ
リ
カ
で
も

育
て
や
す
く
品
種
改
良
さ
れ

た
ト
キ
タ
の
種
の
販
売
も
行

う
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

info@
tokitaseedam

erica.
com

ま

で
。

夏

祭

り

の

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
japanvillage.com

を
参
照
。

　

人
材
派
遣
会
社
の
ク
イ
ッ
ク

Ｕ
Ｓ
Ａ
イ
ン
ク
は
9
月
５
日

︵
月
︶
午
後
９
時
か
ら
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
パ
イ
ソ
ン

初
心
者
の
た
め
の
無
料
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
﹁
パ
イ
ソ
ン
体
験
・
ク
ラ

ス
説
明
会
﹂
を
開
催
す
る
。

　

9
月
26
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
同
社
の
パ
イ
ソ
ン
ク
ラ
ス
に

つ
い
て
、
疑
問
や
質
問
に
応
え

る
も
の
。
体
験
ク
ラ
ス
で
は
パ

イ
ソ
ン
の
説
明
と
基
本
操
作

を
体
験
し
、
各
種
ク
ラ
ス
の

紹
介
が
行
わ
れ
る
。
講
師
は

V
illagew

ell LLC

の

村

井

功
氏
。
定
員
50
人
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
申
し

込
み
。
希
望
者
は
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
、
希
望
ク
ラ
ス
︵
9

月

５

日

︶

を

明

記

し
、

Ｅ

メ

ー

ルquick@
919usa.

com

ま
で
申
し
込
む
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.919usanew

s.com
/

posting/py
thon-class-3/

を
参
照
す
る
。

無料ウェビナー

Python( パイソン）

体験クラス説明会

無
料
ヨ
ガ
ク
ラ
ス

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
公
園

トキタ種苗とコラボレーション企画

http://www.japanvillage.com
http://www.japanvillage.com
http://www.japanvillage.com
https://www.bozubrooklyn.com/
tel:9175773969
tel:9175773969
http://kiku-ny.com
http://ariyoshiny.com
https://japaneseschool.org
tel:5168833500
http://www.jwsny.org
tel:5168833046
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 BOOKS
　

今
年
６
月
に
発
表
さ
れ
た
第

１
６
７
回
芥
川
賞
の
候
補
作
と

な
っ
た
本
書
。
著
者
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
は
、
作
家
、
社
会
学
者
、

元
日
本
経
済
新
聞
社
記
者
、
元

Ａ
Ｖ
女
優
で
あ
る
。
慶
應
義
塾

大
学
在
学
中
に
キ
ャ
バ
ク
ラ
の

ホ
ス
テ
ス
や
Ａ
Ｖ
デ
ビ
ュ
ー

し
、
そ
の
業
界
で
女
優
を
続
け

な
が
ら
同
大
卒
業
後
に
東
京
大

学
大
学
院
へ
。
同
大
学
院
修
士

課
程
を
修
了
後
、
日
本
経
済
新

聞
社
に
５
年
半
ほ
ど
勤
務
し
、

自
ら
の
体
験
に
基
づ
い
た
視
点

で
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
﹃﹁
Ａ
Ｖ

女
優
﹂
の
社
会
学　

な
ぜ
彼
女

た
ち
は
饒
舌
に
自
ら
を
語
る
の

か
﹄﹃
身
体
を
売
っ
た
ら
サ
ヨ

ウ
ナ
ラ　

夜
の
オ
ネ
エ
サ
ン
の

愛
と
幸
福
論
﹄
な
ど
の
著
書
が

あ
る
、
な
か
な
か
の
経
歴
を
持

つ
女
性
だ
。
ち
な
み
に
今
回
の

芥
川
賞
候
補
は
全
員
女
性
だ
っ

た
こ
と
で
話
題
と
な
っ
た
。

　
　

　
　

　
　

　　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

17
歳
で
家
を
出
て
か
ら
歓
楽

街
の
片
隅
の
ビ
ル
に
暮
ら
す
ホ

ス
テ
ス
の
﹁
私
﹂
は
、
重
い
病

に
侵
さ
れ
死
に
場
所
を
探
し
て

い
る
よ
う
な
母
と
８
年
ぶ
り
に

会
い
、
同
居
し
て
看
病
を
始
め

た
。
母
は
シ
ン
グ
ル
の
ま
ま

﹁
私
﹂
を
産
み
育
て
、
そ
の
か

た
わ
ら
数
冊
の
詩
集
を
出
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
成
功
を
収

め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
っ

か
り
痩
せ
て
治
療
で
髪
の
少
な

く
な
っ
た
母
は
、﹁
私
﹂
が
出

か
け
よ
う
と
す
る
と
引
き
と
め

る
よ
う
に
会
話
を
す
る
。
最
期

の
時
間
を
惜
し
む
よ
う
に
。
し

か
し
終
末
期
の
母
と
夜
の
街
で

働
く
娘
の
同
居
生
活
は
長
く
続

く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
母
が
入

院
す
る
と
毎
日
病
院
の
静
け
さ

を
蹴
散
ら
か
す
よ
う
な
ハ
イ
ヒ

ー
ル
音
を
響
か
せ
な
が
ら
見
舞

い
、
夜
に
な
る
と
歓
楽
街
に
戻

る
。
そ
し
て
時
お
り
、
自
ら
命

を
絶
っ
た
友
人
を
想
う
。
死
に

ゆ
く
母
を
前
に
し
て
も
な
お
、

冷
静
な
娘
の
日
々
が
淡
々
と
綴

ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　

本
書
﹃
ギ
フ
テ
ッ
ド
﹄
は
著

者
の
初
と
な
る
小
説
で
、
も
ち

ろ
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
だ

が
、
社
会
学
者
の
上
野
千
鶴
子

さ
ん
と
共
著
の
﹃
往
復
書
簡
﹄

で
自
身
の
母
娘
の
関
係
を
多
く

語
っ
た
よ
う
に
、
彼
女
の
持
つ

母
娘
関
係
観
が
物
語
に
強
く
反

映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

著
者
の
母
親
で
あ
る
翻
訳
家
の

故
・
灰
島
か
り
さ
ん
の
死
因
は

胃
が
ん
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、

そ
の
病
状
を
想
起
さ
せ
る
よ
う

な
表
現
も
多
い
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
架
空
の
設
定
を
し
た
小

説
で
あ
り
な
が
ら
も
、
私
小
説

と
捉
え
て
読
む
彼
女
の
フ
ァ
ン

も
多
い
と
思
う
。

　

描
か
れ
る
の
は
、
恵
ま
れ
た

容
姿
で
生
ま
れ
た
母
が
病
に
冒

さ
れ
死
に
ゆ
く
な
か
で
感
じ
た

苦
悩
で
あ
り
、
そ
の
娘
が
持
つ

さ
ら
に
大
き
な
苦
悩
と
混
沌
と

し
た
感
情
だ
。
心
情
描
写
は
そ

れ
ほ
ど
な
い
の
だ
が
、
短
い
言

葉
の
や
り
取
り
に
多
く
の
意
味

が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
て
い
る
気

が
し
た
。
小
説
の
母
が
娘
に
か

け
る
﹁
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
わ

か
っ
ち
ゃ
ダ
メ
、
わ
か
る
こ
と

だ
け
わ
か
り
な
さ
い
﹂
と
い
う

言
葉
が
、
な
ぜ
か
印
象
的
に
胸

に
残
る
。﹁
確
か
に
母
娘
っ
て

こ
ん
な
感
じ
だ
よ
ね
﹂
と
共
感

で
き
る
よ
う
な
、
そ
う
で
も
な

い
よ
う
な
。
個
人
的
に
近
年
の

文
学
賞
候
補
作
は
色
々
な
意
味

で
難
し
い
作
品
が
多
い
と
感
じ

て
い
た
が
、
本
書
は
﹁
な
ん
だ

か
わ
か
ら
な
い
け
ど
心
に
じ
ん

じ
ん
響
く
﹂
作
品
だ
っ
た
。
言

葉
の
選
び
方
が
適
切
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、﹁
正
し
い

母
娘
関
係
﹂
を
築
い
て
こ
な
か

っ
た
女
性
に
は
き
っ
と
胸
に
響

く
と
思
う
。
ま
た
、﹁
ま
っ
た

く
意
味
が
わ
か
ら
ず
理
解
も
で

き
な
い
﹂
と
い
う
感
想
を
持
つ

人
も
多
い
と
思
う
。
女
性
が
抱

く
子
供
が
、
体
に
め
り
込
ん
で

同
化
し
て
い
く
よ
う
な
五
木
田

智
央
の
表
紙
も
い
い
。

　
　
　
　
　
　（
高
田
由
起
子
）

 夜の温度と母娘の物語
鈴木 涼美・著

 文藝春秋・刊

■くるまの娘（宇佐美りん、河出書房新社）車で父方の
祖母の葬儀に向かう、17 歳の女子高生かんことその家族。
思い出の景色や、子供の頃に家族全員で楽しんだ車中泊を
もう一度体験するが、その密なる空気が家族のままならな
さの根源にあるものを引きずりだしていく。■なぜ日本か
らGAFAは生まれないのか（山根節・牟田陽子、光文社
新書）スティーブ・ジョブズから提携を持ちかけられたソ
ニー、グーグルからともにアンドロイド OS を開発しよう
と提案された NTT ドコモ…。日本にも確かに存在してい
た巨大な種だが、それが芽吹くことはなかった。日本に
GAFA のような企業が生まれなかった理由を紐解く。低
成長の迷宮から抜け出せない日本に希望の灯をともす企業
論。■百花（川村元気、文春文庫）「あなたは誰？」。徐々
に息子の泉を忘れていく母と、母との思い出を蘇らせてい
く泉。ふたりで生きてきた親子には忘れることのできない
事件があった。記憶が消えゆく中、泉は封印された過去に
手を伸ばす。現代に新たな光を投げかける、愛と記憶の物
語。■椿宿の辺りに（梨木香歩、朝日文庫）三十肩と鬱に
悩まされている皮膚科学研究員の山幸彦は、治療で訪れた
ふたごの鍼灸師のすすめで祖先の地・椿宿に向かう。山幸
彦はそこで屋敷と土地の壮大な歴史や自らの名前の由来を
知る。『ｆ植物園の巣穴』の続編となる、和のファンタジー。
■世界の賢人12人が見たウクライナの未来 プーチンの運命（ユヴァル・ノ
ア・ハラリほか、講談社α新書）ユヴァル・ノア・ハラリ、トマ・ピケティ、
93 歳のノーム・チョムスキー、フランシス・フクヤマなど世界の賢人 12 人
によるウクライナ戦争についての最新論考。戦争が起きた背景、プーチンの
狙い、今後の世界秩序について、日々の報道では見えてこない深い視座を得
られる一冊。■独り舞（李琴峰、光文社文庫）小学生の頃、想いを寄せてい
た同級生が亡くなった。迎梅は死への思いに囚われながら、レズビアンであ
る疎外感に苛まれて生きていた。高校時代の淡い恋、そして癒えない傷。日
本に渡り、名を変え、異なる言語を使う彼女を苦しめ続けるものとは何なの
か。1989年台湾生まれの芥川賞受賞作家、李琴峰のデビュー作。（福田冨美枝）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ま
ま
な
ら
な
い
家
族
の
車
中
泊
の
旅
。
日
本
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
企
業
論
。
母
と
息

子
の
封
印
さ
れ
た
記
憶
。
自
ら
の
名
前
の
由
来
を
知
る
和
風
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
賢
人
た
ち

の
最
新
論
考
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
。
忘
れ
た
い
過
去
か
ら
本
当
に
逃
げ
切
れ
る
の
か
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

大
荒
れ
の
海
で
、
男
性
と
女

の
子
と
犬
を
の
せ
た
船
は
自
然

の
猛
威
の
前
に
大
破
し
、
遭
難

し
て
し
ま
い
ま
す
。
命
か
ら
が

ら
た
ど
り
着
い
た
小
さ
な
島
。

そ
こ
は
…
…
カ
メ
の
甲
羅
の
上

だ
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
３

人
と
カ
メ
と
の
共
同
生
活
が
始

ま
り
ま
す
。
小
さ
な
島
の
上
で

何
と
か
暮
ら
す
た
め
の
工
夫
を

重
ね
る
甲
羅
の
上
の
３
人
と
、

海
の
下
で
繰
り
返
し
訪
れ
る
危

機
を
彼
ら
に
知
ら
れ
る
こ
と
な

く
回
避
し
続
け
、
暮
ら
し
を
守

り
続
け
る
カ
メ
。
や
が
て
大
き

な
船
が
通
り
か
か
り
ま
す
。

　

海
の
上
と
下
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
物
語

だ
が
、
こ
の
絵
本
に
は
文
字
は

な
く
、
す
べ
て
を
絵
だ
け
で
読

み
解
い
て
い
く
。
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
ご
と
に
、
文
字
が
な
い
こ

と
を
忘
れ
る
ほ
ど
美
し
い
海
の

世
界
に
魅
了
さ
れ
る
。
オ
ラ
ン

ダ
の
人
気
作
家
マ
ル
ク
・
ヤ
ン

セ
ン
が
描
い
た
﹁
字
の
な
い
絵

本
﹂
。
絵
を
見
な
が
ら
ど
ん
な

こ
と
を
話
し
て
い
る
の
か
、
親

子
で
想
像
し
て
楽
し
め
る
。
こ

れ
ま
で
世
界
15
か
国
で
出
版
。

日
本
語
版
は
﹃
し
ま
﹄
︵
福
音

館
書
店
︶
。　
　
　
　
　

（
高
田
）

絵
を
﹁
読
む
﹂
字
の
な
い
絵
本

 『Island』
Written by  Mark Janssen
Published by Lemniscaat

https://usa.kinokuniya.com/
http://kkobo.com/
https://www.hondag.com
tel:2122136069
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.yamagatadental.net/
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１
９
３
４
年
に
発
足
し
た
日

本
初
の
国
際
的
な
学
生
交
流

団
体
で
あ
る
日
米
学
生
会
議

︵Japan-A
m

erica Student 
C

onference

：JA
SC

︶
に

加
盟
す
る
学
生
の
う
ち
、
日
米

合
わ
せ
て
約
60
人
の
代
表
団
が

第
74
回
目
日
米
学
生
会
議
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
一
環
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
た
。
６
日

に
は
裏
千
家
茶
の
湯
セ
ン
タ
ー

の
協
力
に
よ
り
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
﹁
茶
道
﹂
に
つ
い
て

の
勉
強
会
を
行
い
、
日
本
の
伝

統
文
化
の
世
界
普
及
と
国
際
化

に
つ
い
て
学
び
、
日
米
間
の
文

化
の
相
違
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
、
両
国
の
学
生
間
の
相
互

理
解
を
深
め
た
。

　

当
日
は
ま
ず
、
Ｎ
Ｙ
市
立
大

学
ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
講
堂

を
会
場
に
、
裏
千
家
今
日
庵
業

躰
で
あ
り
裏
千
家
Ｎ
Ｙ
出
張
所

責
任
講
師
の
鈴
木
宗
慶
氏
を
講

師
に
迎
え
、
茶
道
発
祥
の
歴
史

と
精
神
に
つ
い
て
の
講
話
を
行

っ
た
。
鈴
木
講
師
は
、
茶
道
が

時
代
と
共
に
変
化
と
進
化
を
繰

り
返
し
、
裏
千
家
の
第
15
代
家

元
、
千
玄
室
大
宗
匠
の
﹁
一
盌

︵
い
ち
わ
ん
︶
か
ら
ピ
ー
ス
フ

ル
ネ
ス
を
﹂
の
理
念
で
海
外
に

布
教
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、

茶
道
が
も
た
ら
す
﹁
静
﹂
の
パ

ワ
ー
と
精
神
バ
ラ
ン
ス
が
世
界

に
﹁
平
和
﹂
を
も
た
ら
す
こ
と
、

そ
し
て
、
茶
道
が
人
や
国
の
関

係
構
築
に
ど
う
貢
献
し
て
き
た

か
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。
続
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー

講
師
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
フ
ァ

テ
ィ
宗
建
氏
と
ペ
イ
・
ツ
エ
ン
・

タ
オ
宗
佩
氏
を
交
え
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
学

生
か
ら
は
積
極
的
に
質
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
る
な
ど
活
発
な
論

議
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
裏
千

家
茶
の
湯
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を

移
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
講
師
に

よ
る
茶
道
体
験
を
行
い
、
茶
道

道
具
や
お
点
前
の
所
作
の
意
味

や
重
要
性
を
学
ん
だ
。

　

日
本
か
ら
参
加
し
た
大
阪
大

学
工
学
研
究
科
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
工
学
専
攻
・
修
士
１
年
の

山
本
悠
太
さ
ん
は
﹁
初
め
て
茶

道
に
触
れ
た
参
加
学
生
も
多

く
、
若
者
が
い
か
に
伝
統
を
継

承
で
き
る
か
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
関

係
な
く
、
国
を
超
え
て
そ
の
場

の
空
間
と
時
間
を
楽
し
め
る
こ

と
に
価
値
が
あ
る
と
感
じ
た
﹂

と
話
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
の

国
際
交
流
の
重
要
性
を
実
感
し

た
。
ま
た
、
鈴
木
講
師
は
﹁
本

格
的
に
茶
道
を
学
ぼ
う
と
い
う

学
生
た
ち
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。﹃
道
﹄
を
極
め
る

と
い
う
日
本
独
特
の
奥
義
に
関

す
る
質
問
が
出
る
な
ど
、
日
本

文
化
の
神
髄
を
深
く
学
び
そ
れ

を
日
米
間
で
交
流
し
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し
、
有
意
義

な
国
際
交
流
の
勉
強
会
と
な
っ

た
。

日
米
の
学
生
が
茶
道
体
験

第
74
回
日
米
学
生
会
議
Ｎ
Ｙ
で

裏
千
家
の
鈴
木
講
師
が
解
説

　

夏
休
み
中
に
リ
バ
ー
サ
イ
ド

校
舎
へ
の
移
転
を
終
え
た
Ｎ
Ｙ

日
本
人
学
校
は
８
日
、
２
学
期

始
業
式
を
行
い
、
き
れ
い
に

整
っ
た
校
舎
に
11
人
の
新
入

生
を
迎
え
た
。﹁W

E
LC

O
M

E
 

B
A

C
K

 T
O

 G
JS

﹂
の
文
字

が
校
内
に
掲
示
さ
れ
、
友
達
や

先
生
と
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た

子
供
た
ち
の
楽
し
げ
な
声
が
校

舎
に
響
い
て
い
た
。

　

体
育
館
で
行
わ
れ
た
始
業
式

で
は
、
岡
田
校
長
が
﹁
皆
さ
ん

は
リ
バ
ー
サ
イ
ド
校
舎
の
１
期

生
。
初
等
部
中
等
部
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
Ｇ
Ｊ
Ｓ
の
新
し
い

歴
史
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
﹂
と
話
し
、
児
童
生
徒
も
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
い
て
い

た
。
次
に
、
２
学
期
に
頑
張
り

た
い
こ
と
に
つ
い
て
発
表
が
行

わ
れ
、
初
等
部
代
表
者
は
﹁
英

語
と
テ
ニ
ス
を
頑
張
り
た
い
﹂

＝
写
真
左
上
＝
、
中
等
部
代
表

者
は
﹁
自
分
か
ら
率
先
し
て
係

な
ど
の
活
動
を
し
た
い
﹂
＝
写

真
左
下
＝
と
発
表
し
た
。

　

２
学
期
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
、
４
か
月
半
に
及
ぶ
長

い
学
期
。
仲
間
で
協
力
し
、
自

分
た
ち
で
自
分
た
ち
の
学
校
を

創
っ
て
い
く
実
り
の
学
期
が
始

ま
っ
た
。

リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
新
校
舎

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で
始
業
式

nishi-doso-usa@hotmail.com
http://shidogakuin.com
http://villagewellusa.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.seido.com
tel:2014616502
https://www.englishlanguagesuccess.org/
http://ze-edu.com
https://alto-edu.com/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
４

佐
藤　

寧
音

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
６

笠
間　

リ
ヅ

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
６西

尾　

彩

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

院
京
書
道
会

椎
木　

朋
子　

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
３

パ
ウ
エ
ル　

梨
紗

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

バ
ハ
フ
ォ
ー
ド
大
学
日
本
語
科

ヌ
ア
ン
ケ
ー
ア　

カ
ニ
ッ
チ
ャ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
市
、
笠

間
将
平
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶

で
は
、
２
０
２
２
年
度
の
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
が
活
気
に
溢
れ
る

中
7
月
29
日
に
最
終
日
を
迎
え

た
。
6
月
28
日
か
ら
始
ま
っ
た

幼
児
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
︵
小

山 

由
里
子 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶

で
は
、
前
期
3
週
間
は
﹁
日
本

と
つ
な
が
る
夏
休
み
﹂
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、
空
手
教
室
琴

の
体
験
、
流
し
そ
う
め
ん
な
ど

の
日
本
の
文
化
を
体
験
出
来
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い

た
。

　

続
く
後
期
2
週
間
で
は
﹁
自

然
た
っ
ぷ
り
！
冒
険
に
出
発

だ
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
学
園

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ト
ロ
ッ
コ
列

車
を
呼
ん
で
乗
っ
た
り
、
移
動

動
物
園
を
楽
し
ん
だ
り
、
本
物

の
野
菜
を
使
っ
た
製
作
を
し
た

り
と
自
然
と
冒
険
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
魅
力
溢
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

中
で
も
全
4
回
開
催
さ
れ
た

遠
足
で
は
、
水
族
館
、
科
学
博

物
館
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス

施
設
、
そ
し
て
森
へ
の
ハ
イ
キ

ン
グ
と
、
子
ど
も
の
学
齢
に
沿

っ
た
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
毎

週
組
ま
れ
て
い
る
。

　

森
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は

専
門
家
に
よ
るE
ducational 

Show

を
体
験
し
、
自
然
の
中

の
生
き
物
を
触
っ
た
り
と
子
ど

も
達
は
興
味
津
々
の
様
子
。
亀

を
触
る
場
面
で
は
、
初
め
て
の

子
は
緊
張
し
て
い
た
も
の
の
、

絵
本
で
し
か
み
た
こ
と
の
な
い

甲
羅
を
触
っ
た
際
に
は
驚
い
た

表
情
と
共
に
笑
み
を
浮
か
べ
て

い
た
。
質
問
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
子
ど
も
達
に
と
っ

て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た

よ
う
だ
。
５
週
間
通
し
て
充
実

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
毎
日
展
開

さ
れ
、
40
回
目
と
な
る
同
学
園

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
も
大
好
評

の
中
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

同
学
園
で
は
、
毎
年
全
日
制

の
夏
季
休
暇
期
間(

６
月
末
〜

8
月
中
旬)

を
利
用
し
て
、
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。
申
し
込
み
開
始

時
期
は
例
年
2
月
初
旬
頃
の
予

定
。
ま
た
、
現
在
は
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

校
で
も
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実

施
中(

８
月
末
ま
で)

。
多
種

多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
お
り
、
今
年
度
よ
り
大
人
気

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
で
あ
る
ス

キ
ー
キ
ャ
ン
プ
も
開
催
さ
れ

る
見
込
み
。
問
い
合
わ
せ
は
、

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

学
園
事
務
局
ま
で
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

５
週
間
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

日本とつながる夏休み

自然たっぷりテーマ

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
ノ

ゼ
で
８
月
７
日
、
全
米
そ
ろ
ば

ん
コ
ン
テ
ス
ト
が
３
年
ぶ
り
に

対
面
方
式
で
行
わ
れ
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
レ
ベ
ル
の
生
徒
87
人
が
全

米
か
ら
参
加
し
た
。

　

当
日
は
小
学
生
３
部
、
中
学
・

高
校
と
５
部
門
に
分
か
れ
そ
れ

ぞ
れ
の
腕
を
競
っ
た
。

　

高
校
の
部
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
代
表
の
小
島
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

君
︵
９
段
、
佐
藤
そ
ろ
ば
ん
教

室
︶
＝
写
真
＝
が
優
勝
し
た
。

読
み
上
げ
算
の
部
と
フ
ラ
ッ
シ

ュ
暗
算
の
部
で
共
に
優
勝
、
ペ

ー
パ
ー
の
部
で
２
位
だ
っ
た
。

　

同
教
室
の
オ
ー
プ
ン
は

１
９
７
７
年
、
日
本
で
の
指
導

を
入
れ
る
と
50
年
に
な
る
。
現

在
は
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
教
室

の
対
面
ク
ラ
ス
と
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
ク
ラ
ス
を
行
な
っ
て
い

る
。
５
名
程
度
の
少
人
数
ク
ラ

ス
で
す
べ
て
個
別
指
導
。
そ
れ

ぞ
れ
の
子
供
の
能
力
を
最
大
限

に
引
き
出
す
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
同
教
室
を
運
営
す
る

佐
藤
タ
カ
子
さ
ん
は
﹁
そ
ろ
ば

ん
は
一
つ
一
つ
理
解
し
練
習
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
し
か
上

達
の
方
法
が
な
く
、
忍
耐
も
必

要
な
の
で
す
が
計
算
力
、
あ
ん

ざ
ん
力
だ
け
で
な
く
そ
れ
に
伴

う
集
中
力
が
養
わ
れ
、
な
に
よ

り
も
子
供
達
の
自
信
と
な
っ
て

い
く
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
メ
リ

ッ
ト
で
す
。
そ
れ
を
裏
付
け
る

よ
う
に
親
子
２
代
で
来
て
く
れ

る
生
徒
も
増
え
、
ご
父
兄
が
子

供
の
頃
に
習
っ
て
い
て
や
は
り

そ
ろ
ば
ん
を
と
い
う
生
徒
さ
ん

も
多
い
で
す
﹂
と
話
す
。

　

同
教
室
の
卒
業
生
に
は
、

日
本
で
の
超
一
流
大
会
ク
リ

ス
マ
ス
カ
ッ
プ
の
英
語
読
み

上
げ
算
部
門
の
読
み
手
も
い

る
。
当
地
で
の
１
級
合
格
者

１
０
５
人
、
段
位
合
格
者
77

人
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

９
１
４
・
４
７
２
・
１
１
８
１
、

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト 
w

w
w

.
T

heSorobanSchool.com

全
米
そ
ろ
ば
ん
大
会

Ｎ
Ｙ
小
島
君
が
優
勝

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
http://starchildny.com
https://www.kokinshodo.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.kodomony.org
https://japaneseschool.org
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真
珠
湾
攻
撃
と
ミ
ッ
ド
ウ

ェ
ー
の
戦
い
は
歴
史
上
で
非

常
に
重
要
な
出
来
事
で
し
た
。

こ
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の
結

果
が
違
っ
て
い
た
ら
、
今
の

世
界
に
は
な
っ
て
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
。

　

ま
ず
、
な
ぜ
日
本
は
真
珠

湾
を
攻
撃
し
た
の
か
？
当
時
、

日
本
は
軍
事
的
に
非
常
に
強

い
国
だ
っ
た
。
自
分
の
帝
国

を
作
り
た
く
て
、
ア
ジ
ア
を

攻
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

日
本
は
資
源
が
足
り
な
か
っ

た
の
で
、
石
油
や
石
炭
を
ほ

ぼ
全
て
輸
入
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
は
満
州
を
攻
め
て
占
領

し
た
。
そ
し
て
、
や
っ
と
南

京
ま
で
つ
い
て
6
週
間
に
わ

た
っ
て
殺
戮
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
は
南
京
事
件
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
日

本
の
拡
大
を
防
ぎ
た
か
っ
た

た
め
、
飛
行
機
や
石
油
の
値

段
を
高
く
し
て
拡
大
を
遅
ら

せ
よ
う
と
し
た
。
ア
メ
リ
カ

と
日
本
は
真
珠
湾
の
攻
撃
ま

で
数
か
月
話
し
合
っ
て
い
た

が
、
協
議
は
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
。
逆
に
、
日
本
は
ア

メ
リ
カ
が
日
本
の
事
に
口
出

し
し
て
く
る
こ
と
に
対
し
て

不
満
に
思
い
、
西
側
に
対
し

て
悪
い
目
で
見
て
い
た
。

　

日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
勝
て

な
い
と
分
か
っ
て
い
た
の
で
、

奇
襲
攻
撃
し
か
な
か
っ
た
。

こ
の
攻
撃
は
日
本
の
事
を
こ

れ
以
上
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
太

平
洋
艦
隊
を
全
て
滅
ぼ
す
こ

と
が
目
的
で
し
た
。
最
初
は

圧
倒
的
に
日
本
が
勝
っ
た
よ

う
に
見
え
た
。
相
手
の
戦
艦

8
隻
と
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、

4
隻
も
沈
め
、
戦
闘
機
な
ん

と
３
０
０
機
も
破
壊
し
た
。

し
か
し
、
石
油
の
倉
庫
、
修

理
の
車
庫
、
弾
薬
倉
庫
な
ど
、

攻
撃
し
て
い
な
か
っ
た
場
所

も
沢
山
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一

番
重
要
な
こ
と
は
、
ア
メ
リ

カ
の
空
母
は
真
珠
湾
に
一
隻

も
い
な
か
っ
た
の
で
、
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
な
か
っ
た
と
い

う
事
で
あ
る
。
当
時
、
空
母

が
海
軍
で
一
番
重
要
な
船
で

あ
っ
た
。
日
本
が
ア
メ
リ
カ

の
空
母
を
沈
め
て
な
か
っ
た

た
め
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
ま

だ
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

真
珠
湾
の
攻
撃
は
第
二
次

世
界
大
戦
に
と
っ
て
一
番
重

要
な
出
来
事
の
一
つ
で
し
た
。

ま
ず
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の

自
信
を
崩
す
た
め
に
攻
撃
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
真
逆
の

こ
と
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
前
よ
り
も
団
結

し
て
絶
対
日
本
に
反
撃
す
る

こ
と
を
決
意
し
た
。
そ
し
て
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
参
加
し

た
。
ア
メ
リ
カ
が
参
加
し
な

か
っ
た
ら
西
側
は
確
実
に
負

け
て
い
た
。

　

歴
史
的
に
重
要
な
出
来
事

だ
け
で
な
く
、
こ
の
経
験
か

ら
い
ろ
い
ろ
学
べ
ま
す
。
奇

襲
攻
撃
は
今
で
も
効
果
的
な

方
法
だ
と
い
う
こ
と
が
一
つ

言
え
ま
す
。
戦
争
だ
け
で
な

く
、
仕
事
や
学
校
な
ど
で
こ

れ
を
考
え
な
が
ら
や
る
と
自

分
が
勝
て
る
可
能
性
が
高
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
二
つ
目

は
敵
を
侮
っ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア

メ
リ
カ
は
日
本
が
わ
ざ
わ
ざ

6
5
0
0
ｋ
ｍ
も
の
距
離
を

渡
っ
て
来
て
攻
撃
す
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

全
く
準
備
を
し
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
急
に
攻
撃

さ
れ
た
と
き
、
壊
滅
的
に
破

壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、

こ
れ
も
生
活
に
使
え
ま
す
。

敵
を
侮
っ
て
い
た
ら
い
つ
の

間
に
か
追
い
抜
か
さ
れ
て
負

け
ま
す
。
要
す
る
に
油
断
大

敵
と
い
う
事
で
す
。
最
後
に
、

友
達
や
敵
は
す
ぐ
に
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
。
第
一
次
世

界
大
戦
時
、
日
本
は
ア
メ
リ

カ
の
仲
間
で
ソ
連
は
敵
だ
っ

た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
は
逆
に
な
っ
た
。
こ
れ

も
ま
た
生
活
に
使
え
る
こ
と

で
す
。
自
分
の
身
近
な
人
は

す
ぐ
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
気
を
付
け
な
い
と

い
け
な
い
。
今
日
は
友
人
で

明
日
は
一
番
嫌
い
な
敵
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の

攻
撃
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
海
戦
は
な

ぜ
起
き
た
の
か
?
日
本
は
真

珠
湾
攻
撃
の
大
勝
利
の
後
、

ア
メ
リ
カ
の
残
り
の
海
軍
も

全
て
滅
ぼ
し
た
か
っ
た
。
ミ

ッ
ド
ウ
ェ
ー
は
滑
走
路
が
あ

っ
た
の
で
そ
こ
を
占
領
す
れ

ば
、
よ
り
ア
メ
リ
カ
を
攻
撃

し
や
す
く
な
る
た
め
で
あ
る
。

日
本
は
、
真
珠
湾
攻
撃
み
た

い
に
大
勝
利
を
収
め
た
か
っ

た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
真
珠
湾

攻
撃
か
ら
学
ん
で
い
た
。
今

回
は
、
日
本
の
通
信
を
傍
受

し
て
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
が
攻
撃

さ
れ
る
と
事
前
に
分
か
っ
た
。

山
本
五
十
六
の
作
戦
は
ア
メ

リ
カ
海
軍
を
取
り
囲
ん
で
罠

に
引
っ
掛
け
る
こ
と
で
し
た
。

日
本
海
軍
を
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
上

下
と
真
正
面
か
ら
攻
撃
し
て
、

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
集
中
し

て
い
る
間
、
ほ
か
の
グ
ル
ー

プ
が
出
て
き
て
ア
メ
リ
カ
軍

を
つ
ぶ
す
こ
と
で
し
た
。
し

か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
通
信
を

傍
受
し
て
い
た
た
め
、
よ
り

準
備
が
で
き
て
い
て
、
今
回

は
負
け
な
か
っ
た
。
逆
に
、

日
本
が
降
参
し
て
日
本
へ
敗

走
し
た
。

　

こ
れ
も
第
二
次
世
界
大
戦

の
結
果
に
非
常
に
影
響
を
与

え
る
出
来
事
で
し
た
。
こ
の

戦
い
の
結
果
が
違
っ
て
い
た

ら
、
現
在
の
世
界
は
全
く
違

う
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ

う
。

　

最
後
に
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

海
戦
は
、
真
珠
湾
攻
撃
の
よ

う
に
、
学
べ
る
事
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
諦
め
な

い
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
の
戦
闘

機
は
数
時
間
か
け
て
日
本
海

軍
を
見
つ
け
よ
う
と
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
な
る
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
探
し
て
、
諦
め
る

直
前
に
や
っ
と
見
つ
け
る
事

が
出
来
た
。
こ
の
お
か
げ
で

次
か
ら
次
へ
と
反
撃
が
可
能

に
な
っ
た
。
ま
た
、
真
珠
湾

で
負
け
た
ア
メ
リ
カ
軍
は
諦

め
な
い
で
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
で

日
本
軍
に
圧
倒
的
な
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
た
。
こ
う
い
う
事

も
毎
日
の
生
活
に
使
え
る
。

諦
め
な
い
で
頑
張
っ
た
ら
良

い
事
が
待
っ
て
い
る
。

　

真
珠
湾
攻
撃
、
ミ
ッ
ド
ウ

エ
ー
の
海
戦
、
こ
の
二
つ
の

事
件
は
非
常
に
重
要
な
出
来

事
で
し
た
。
沢
山
の
死
傷
者

が
出
て
、
と
て
も
悲
し
い
出

来
事
で
し
た
が
、
戦
争
が
終

わ
る
の
に
必
要
な
出
来
事
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
の
世

界
は
こ
の
二
つ
の
事
件
の
結

果
で
出
来
て
い
る
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
11
年
︶
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ぼ
く
が
今
が
ん
ば
り
た
い

こ
と
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
字
を
き
れ
い

に
書
く
こ
と
で
す
。
一
、
二
学

期
に
も
同
じ
目
ひ
ょ
う
を
立

て
ま
し
た
が
、
た
っ
せ
い
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
今
学
期

に
は
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
元
々
め
ん
ど
う
く
さ

が
り
や
な
せ
い
か
、
字
を
き

れ
い
に
書
く
こ
と
が
苦
手
な

の
で
、
自
分
に
き
び
し
く
取

り
組
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
と
こ
ろ
も
直
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
う
っ
か
り
ミ

ス
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
算
数

の
問
題
を
と
く
時
、
答
え
は

わ
か
っ
て
い
る
の
に
ま
ち
が

っ
た
数
や
式
で
表
し
て
し
ま

う
の
で
、
そ
こ
が
問
題
だ
と

思
い
ま
す
。
家
で
く
も
ん
を

し
て
い
る
時
に
も
、
数
問
は

う
っ
か
り
ミ
ス
で
ま
ち
が
え

ま
す
。
テ
ス
ト
で
よ
く
百
点

を
取
り
の
が
し
て
い
る
の
で
、

急
が
ず
に
れ
い
せ
い
に
な
っ

て
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
い
ご
は
空
手
で
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
今
、
空
手

教
室
に
白
お
び
の
子
が
ふ
え

て
き
て
、
教
え
る
の
が
す
ご

く
大
へ
ん
だ
か
ら
で
す
。
他

の
色
の
お
び
の
人
よ
り
、
白

お
び
の
人
が
多
い
の
で
、
た

く
さ
ん
の
人
に
教
え
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
組
手
を
す
る
時
サ

ン
ド
バ
ッ
グ
の
役
を
し
た
り
、

相
手
に
な
っ
た
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
ほ
か
の

人
と
組
手
を
す
る
時
は
つ
か

れ
は
て
て
し
ま
い
ま
す
。
き

そ
体
力
が
全
く
な
い
の
で
、

ぼ
く
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
の

子
と
た
た
か
っ
て
、
す
ぐ
に

つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
も
っ
と
空
手
の
練

習
を
し
て
、
き
そ
体
力
を
つ

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
年
は
こ
の
三
つ
を
目
ひ

ょ
う
に
し
て
、
た
っ
せ
い
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

　
　

  　
︵
滞
米
５
年
９
か
月
︶

　

私
は
、
登
校
授
業
の
方
が

い
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
登

校
授
業
で
は
問
題
が
少
な
い

か
ら
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
と
切
れ
た
り
、

お
た
が
い
の
声
が
聞
こ
え
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
が
、
登

校
授
業
で
は
み
ん
な
と
直
接

対
面
す
る
た
め
、
こ
の
問
題

に
気
を
し
な
く
て
も
良
い
の

で
す
。
ま
た
、
休
み
時
間
の

時
に
友
だ
ち
と
話
を
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
出
来
ま
す
。
例
え

ば
、
鬼
ご
っ
こ
、
か
く
れ
ん

ぼ
、
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

は
出
来
な
い
遊
び
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、登
校
授
業
で
は
、

み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強

が
で
き
る
の
で
授
業
が
分
か

り
や
す
い
で
す
。
私
が
ま
ち

が
え
る
と
、
な
ぜ
ま
ち
が
え

て
い
る
の
か
が
、
よ
く
分
か

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
も
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
お
昼
ご
は

ん
の
と
き
、
熱
々
の
も
の
を

食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
う

れ
し
い
け
ど
、
そ
れ
で
も
登

校
授
業
の
方
が
い
い
で
す
。

　

私
は
登
校
授
業
の
方
が
い

い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
補
習
校
を
休

ま
な
い
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
３
年
︶
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 ﹁
今
が
ん
ば
り
た
い
事
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
勇
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 「登校授業の方がいい！」
　　　　中部テネシー日本語補習校小５
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 ﹁
真
珠
湾
攻
撃
と

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
戦
い
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
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高
橋
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

真
夏
＋

猛
暑
の
摂
氏
35
度
超
え
の
東
京

よ
り
、
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
﹁
え
？
35
度
な
ん
ぞ

大
し
た
こ
と
な
い
よ
っ
﹂
と
い

う
声
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
が
、
こ
こ
ジ

ャ
パ
ン
に
は
湿
気
と
い
う
大
敵

が
い
ま
す
。
す
っ
か
り
忘
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
も
う
す

っ
か
り
ア
メ
リ
カ
人
で
す
ね

︵
笑
︶
。
同
じ
く
総
じ
て
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
生
活
が
長
い
筆
者
も

東
京
に
来
て
４
年
、
気
候
に
ま

だ
慣
れ
ま
せ
ん
︵
泣
︶
。
ク
ー

ラ
ー
が
効
い
た
部
屋
に
い
る
と

涼
し
い
反
面
、
ど
う
も
体
調
が

万
全
で
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
皆

さ
ん
も
ど
う
ぞ
お
身
体
に
は
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
先
月
か
ら
本
来
の
企

画
で
あ
る
具
体
的
な
お
ス
ス
メ

ル
ー
ト
の
お
話
に
戻
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
あ
ま
り
取
り
上
げ

て
い
な
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に

目
を
向
け
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
先
日
、
米
国
国
内
線
の
フ

ラ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た

の
で
す
が
、
一
時
に
比
べ
て
だ

い
ぶ
値
段
が
落
ち
着
き
ま
し

た
。
フ
ラ
イ
ト
も
上
手
く
選
べ

ば
東
海
岸
と
の
往
復
も
５
０
０

ド
ル
あ
た
り
で
済
み
そ
う
な
の

で
、
今
月
の
﹁
魅
惑
の
ア
メ
リ

カ
旧
国
道
ル
ー
ト
66
﹂
シ
ー
ズ

ン
④
第
16
回
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
起
点

と
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ル

ー
ト
66
を
走
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。
が
、
今
回
は
新
し
い

試
み
。
こ
の
お
話
、
前
・
後
編

と
２
回
に
分
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
の

紙
面
で
は
３
日
分
の
情
報
を
き

ち
ん
と
お
伝
え
で
き
な
い
か
ら

で
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
内

陸
は
夏
は
超
猛
暑
で
す
の
で
、

秋
に
行
く
こ
と
を
併
せ
て
お
ス

ス
メ
し
ま
す
。

　

さ
あ
発
着
は
勿
論
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
︵
Ｌ
Ａ
︶
国
際
空
港
。

ば
か
デ
カ
く
ち
ょ
っ
と
不
便
な

空
港
で
す
が
、
そ
の
辺
は
ご
容

赦
下
さ
い
。
朝
イ
チ
で
東
海
岸

を
出
れ
ば
、
時
差
よ
あ
り
が
と

う
！
で
、
お
昼
に
は
﹁
サ
ン
タ

モ
ニ
カ
〜
♪
﹂
で
す
。

　

早
速
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り

て
、
Ｌ
Ａ
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
経

由
で
パ
サ
デ
ィ
ナ
方
面
へ
向
か

い
ま
し
ょ
う
。
Ｌ
Ａ
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
と
ル
ー
ト
66
っ
て
イ
メ
ー

ジ
的
に
は
あ
ま
り
マ
ッ
チ
し
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
旧
道
は
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
を
し
っ
か
り
通
過

し
て
い
ま
し
た
。
観
光
か
所
は

１
つ
。︵
の
っ
け
か
ら
︶
ル
ー

ト
66
の
﹁
終
着
点
﹂
で
す
。
実

は
こ
の
﹁
終
着
点
﹂
は
３
つ
あ

る
の
で
す
。
開
通
時
の
終
着
点

は
７
番
街
＆
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

ー
の
交
差
点
に
あ
り
ま
し
た
。

１
９
３
６
年
に
ル
ー
ト
66
が
サ

ン
タ
モ
ニ
カ
ま
で
延
長
さ
れ
る

ま
で
、
こ
こ
が
ル
ー
ト
66
の
西

端
で
し
た
。
現
在
こ
の
交
差
点

に
は
、
歴
史
的
位
置
を
示
す

﹁R
oadside A

ttraction

﹂

の
標
識
の
み
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。

　

パ
サ
デ
ィ
ナ
の
手
前
、
サ
ウ

ス
・
パ
サ
デ
ィ
ナ
で
訪
れ
る

の
は
﹁
フ
ェ
ア
・
オ
ー
ク
ス
・

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
・
ア
ン
ド
・

ソ
ー
ダ
・
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
﹂。

１
９
１
５
年
開
業
の
歴
史
あ
る

薬
局
で
す
。
当
時
薬
局
は
薬
を

販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
、
ギ
フ
ト
そ
し
て

ミ
ル
ク
シ
ェ
イ
ク
ま
で
、
幅
広

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
ビ
ン
テ
ー
ジ
な
内

装
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ソ
ー
ダ
フ

ァ
ウ
ン
テ
ン
を
見
に
立
ち
寄

り
、
そ
し
て
バ
ー
ガ
ー
、
シ
ェ

イ
ク
、
サ
ン
デ
ー
な
ど
で
遅
め

の
昼
食
も
一
緒
に
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

そ
の
後
は
薬
局
の
通
り
を
北

方
向
、
大
き
く
５
ブ
ロ
ッ
ク
目

で
コ
ロ
ナ
ド
大
通
り
、
す
な
わ

ち
ル
ー
ト
66
と
交
差
し
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
ひ
た
す
ら
東
へ
走

っ
て
み
ま
す
。
ル
ー
ト
66
は
そ

の
後
一
旦
途
切
れ
る
の
で
高

速
道
路
に
20
分
ほ
ど
乗
っ
て

Pom
ona

近
辺
ま
で
バ
イ
パ

ス
。そ
こ
か
ら
30
マ
イ
ル
ほ
ど
、

ル
ー
ト
66
を
ま
た
走
り
ま
し
ょ

う
。
沿
道
に
は
10
か
所
近
く
、

当
時
の
面
影
を
残
し
た
モ
ー
テ

ル
サ
イ
ン
が
点
在
し
ま
す
の
で

見
逃
さ
ず
チ
ェ
ッ
ク
。

　

な
か
で
も
﹁
ラ
ン
チ
ョ
・
ク

カ
モ
ン
ガ
﹂
の
サ
ー
ビ
ス
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
必
見
で
す
。

１
９
４
５
年
ま
で
30
年
に
亘
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
閉
鎖
後
に
オ

ー
ナ
ー
が
何
人
か
替
わ
り
ま
し

た
が
、
２
０
１
５
年
に
復
活
。

現
在
は
博
物
館
＋
観
光
案
内
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
日
の
宿
泊
は
、
サ
ン
ベ
ル

ナ
ル
デ
ィ
ノ
の﹁
ウ
ィ
グ
ア
ム
・

モ
ー
テ
ル
﹂
で
。
ウ
ィ
グ
ア
ム

は
、
米
国
先
住
民
の
伝
統
的
な

ド
ー
ム
型
の
住
居
、
映
画
﹁
Ｃ

Ａ
Ｒ
Ｓ
﹂
に
も
登
場
す
る
の
で

イ
メ
ー
ジ
は
沸
き
ま
す
よ
ね
。

１
９
３
０
〜
40
年
代
に
か
け
て

建
設
さ
れ
た
モ
ー
テ
ル
・
チ
ェ

ー
ン
は
全
部
で
７
か
所
あ
り
ま

し
た
が
、
現
存
し
て
い
る
の
は

３
か
所
の
み
。
そ
の
う
ち
の
２

か
所
が
ル
ー
ト
66
上
に
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
が
想
像
す
る
よ
り

ず
っ
と
快
適
で
中
も
広
い
の

で
、せ
っ
か
く
の
ル
ー
ト
66
旅
、

宿
泊
地
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
ょ

う
。
あ
と
、
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
デ

ィ
ノ
に
は
﹁
あ
の
﹂
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
の
第
１
号
店
、
歴
史
の
始

ま
り
と
な
っ
た
お
店
が
博
物
館

を
併
設
し
て
あ
り
ま
す
。﹁
マ

ッ
ク
か
ぁ
﹂
と
は
言
わ
ず
に
行

っ
て
み
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
。

　

２
日
目
は
、
昨
日
着
い
た
ば

か
り
で
す
の
で
無
理
を
せ
ず
ゆ

っ
く
り
起
き
て
、
先
ず
は
、
ビ

ク
タ
ー
・
ビ
ル
の
街
を
目
指
し

ま
す
。
最
初
は
ル
ー
ト
66
を
目

一
杯
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
速
道
路
を
利
用
せ
ず
、
モ
ー

テ
ル
前
の
ル
ー
ト
66
を
東
へ
走

り
、
そ
の
ま
ま
北
へ
道
な
り

に
。
ケ
イ
ジ
ョ
ン
・
パ
ス
と
い

う
当
時
の
旅
人
に
と
っ
て
は
死

活
問
題
と
な
っ
た
渓
谷
を
走
り

ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は
ル
ー
ト

66
の
他
に
Ｉ-

15
号
線
、
Ｃ
Ａ

州
道
１
３
８
号
線
、Ｂ
Ｎ
Ｓ
Ｆ
、

Ｕ
Ｐ
の
鉄
道
路
線
が
通
る
、
最

大
標
高
３
７
７
７
フ
ィ
ー
ト
、

夏
場
の
平
均
気
温
は
華
氏
約

１
０
０
度
の
渓
谷
で
す
。た
だ
、

ル
ー
ト
66
の
こ
の
部
分
に
だ

け
、
ル
ー
ト
66
の
シ
ー
ル
ド
が

両
側
の
道
に
そ
れ
ぞ
れ
ペ
イ
ン

ト
さ
れ
た
道
が
あ
る
の
で
す
。

年
々
薄
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

レ
ポ
ー
ト
も
入
っ
て
い
ま
す

が
、
全
長
２
４
４
８
マ
イ
ル
の

ル
ー
ト
66
で
﹁
こ
こ
だ
け
﹂
見

逃
す
理
由
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん

よ
ね
。
運
よ
く
横
を
鉄
道
が
通

ろ
う
も
の
な
ら
﹁
映
え
る
﹂
写

真
を
保
証
し
ま
す
︵
笑
︶。
パ

ス
を
越
え
た
ら
Ｉ-

15 

号
線

に
入
り
そ
の
ま
ま
ビ
ク
タ
ー
・

ビ
ル
ま
で
一
直
線
。
ル
ー
ト
66

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ア
ー
チ
を
く
ぐ

り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ル
ー
ト

66
博
物
館
に
寄
り
ま
し
ょ
う
。

博
物
館
は
、
４
５
０
０
平
方
フ

ィ
ー
ト
の
広
さ
を
持
つ
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
博
物
館
で
、
50

年
代
の
ダ
イ
ナ
ー
、
Ｖ
Ｗ
ラ
ブ

バ
ス
な
ど
の
写
真
撮
影
も
可

能
、
さ
ら
に
は
１
９
１
７
年
製

Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
に
乗
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お
土
産

コ
ー
ナ
ー
の
充
実
度
は
圧
巻
の

一
言
で
す
。

　

博
物
館
を
堪
能
し
た
後

は
、
地
元
で
大
人
気
の
歴
史
あ

る
﹁
エ
マ
・
ジ
ー
ン
ズ
・
ホ

ー
ラ
ン
ド
・
バ
ー
ガ
ー
﹂
で

腹
ご
し
ら
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

１
９
４
７
年
創
業
の
こ
の
お
店

は
、
１
９
７
９
年
に
現
オ
ー
ナ

ー
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
氏
が
彼
の

奥
様
の
名
前
に
変
更
し
た
店
名

に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ

プ
で
す
が
、
注
文
が
入
っ
て
か

ら
一
つ
一
つ
焼
く
バ
ー
ガ
ー
は

絶
品
で
す
。

　

午
後
は 

Ｉ-

15 

号
線
と
ほ

ぼ
平
行
に
走
る
ル
ー
ト
66
に
乗

っ
て
、
ゆ
っ
く
り
バ
ー
ス
ト
ウ

ま
で
行
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

続
き
は
ま
た
来
月
お
目
に
か
か

り
ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶
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さ
あ
行
こ
う
！ 

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
16

： 
こ
こ
は
必
見
！
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
︵
前
編
︶

 第 444 回

　

公
営
競
技
と
は
、
公
的
機
関

が
賭
博
︵
ギ
ャ
ン
ブ
ル
︶
と
し

て
開
催
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
総
称
で
、
日

本
で
は
競
馬
、
競
輪
、
競
艇
、

オ
ー
ト
レ
ー
ス
の
4
つ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
法
が
制

定
さ
れ
て
お
り
、
違
法
性
阻
却

の
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
逆

に
言
え
ば
、
こ
れ
以
外
は
全
て

賭
博
罪
で
処
罰
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
中
央
省
庁

が
管
轄
し
て
お
り
、
競
馬
は
農

林
水
産
省
、
競
輪
及
び
オ
ー
ト

レ
ー
ス
は
経
済
産
業
省
、
競
艇

は
国
土
交
通
省
と
な
っ
て
い
ま

す
。
以
下
、
各
競
技
関
連
の
博

物
館
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

競
馬
の
博
物
館

　

競
馬
に
関
し
て
は
、
日
本
中

央
競
馬
会
︵
Ｊ
Ｒ
Ａ
︶
が
設
置

し
た
﹁
Ｊ
Ｒ
Ａ
競
馬
博
物
館
﹂

が
東
京
競
馬
場
︵
東
京
都
府
中

市
︶
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

１
９
９
１
年
の
開
館
で
、
競
馬

の
誕
生
か
ら
日
本
の
競
馬
の
普

及
・
発
展
、
歴
史
、
競
馬
開
催

の
舞
台
裏
な
ど
、
競
馬
の
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
展
示
し
て
い
る
ほ

か
、
円
形
の
全
周
映
像
で
競
馬

の
関
連
映
像
資
料
を
上
映
す
る

映
像
ホ
ー
ル
が
設
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
顕
彰
馬
、
調
教
師
・
騎

手
顕
彰
者
の
功
績
を
讃
え
る

展
示
は
、
通
称
﹁
競
馬
の
殿

堂
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
入

場
料
は
無
料
で
す
が
、
東
京
競

馬
開
催
日
は
競
馬
場
へ
の
入
場

料
２
０
０
円
が
必
要
で
す
。
Ｊ

Ｒ
Ａ
競
馬
博
物
館
の
前
に
﹁
エ

プ
ソ
ム
遊
歩
道
﹂
と
い
う
散
歩

道
が
あ
り
、
ダ
ー
ビ
ー
発
祥
で

あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
エ
プ
ソ
ム
競

馬
場
の
コ
ー
ス
を
形
ど
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
１
９
８
３
年

に
エ
プ
ソ
ム
競
馬
場
と
東
京
競

馬
場
が
姉
妹
競
馬
場
提
携
を
行

い
、
こ
れ
を
記
念
し
て
英
国
に

樫
の
木
を
植
樹
し
、
東
京
競
馬

場
に
エ
プ
ソ
ム
遊
歩
道
を
造
っ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
日
本
初

の
本
格
的
競
馬
場
で
あ
っ
た

根
岸
競
馬
場
の
跡
地
に
、﹁
根

岸
競
馬
記
念
公
苑 

馬
の
博
物

館
﹂︵
神
奈
川
県
横
浜
市
︶
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
馬
と
人
の

長
く
深
い
歴
史
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
様
々
な
文
物
を
歴

史
、
科
学
、
美
術
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
紹
介
し
て
い

ま
す
。
両
館
と
も
公
益
財
団
法

人
馬
事
文
化
財
団
が
管
理
運
営

を
行
っ
て
お
り
、
同
財
団
は
東

京
・
新
橋
と
大
阪
・
梅
田
に
位

置
す
る
馬
の
情
報
発
信
ス
ペ
ー

ス
﹁G

ate J.

﹂
の
管
理
運
営
も

行
っ
て
い
ま
す
。

競
輪
の
博
物
館

　

競
輪
に
関
し
て
は
、﹁
京
王

閣
競
輪
場
﹂︵
調
布
市
︶
内
に
﹁
競

輪
資
料
館
﹂
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
在
は
休
館
中
で
す
。

２
０
０
２
年
に
社
団
法
人
日
本

競
輪
選
手
会
が
創
立
50
周
年
を

迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
株
式
会

社
京
王
閣
、
東
京
都
十
一
市
競

輪
事
業
組
合
の
協
力
で
﹁
競
輪

と
自
動
車
競
技
の
歴
史
﹂
を
自

転
車
文
化
と
し
て
広
く
一
般
公

開
し
、
後
世
に
残
す
べ
く
開
館

し
た
も
の
で
、
も
と
も
と
競
輪

選
手
の
養
成
機
関
で
あ
る
﹁
日

本
サ
イ
ク
リ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
﹂

︵
現
在
の
日
本
競
輪
学
校
の
前

身
︶
が
調
布
市
小
島
町
に
あ

り
、
そ
の
生
徒
た
ち
の
訓
練
場

所
が
京
王
閣
で
あ
っ
た
と
い
う

縁
が
あ
る
よ
う
で
す
。
館
内
に

は
、
競
輪
と
自
転
車
の
歴
史
に

関
す
る
資
料
︵
車
券
、
出
走
表
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
優
勝
旗
、
優

勝
カ
ッ
プ
、
写
真
な
ど
︶
を
は

じ
め
、
新
旧
の
自
転
車
を
展
示

し
て
い
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

は
﹁
閉
鎖
中
﹂
と
あ
り
ま
す
が
、

再
開
館
を
期
待
し
た
い
も
の
で

す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

公営競技の博物館
（その１）

http://www.at-newyork.com/
https://artofhaiku.org/
tel:2122136069
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

 　

八
幡
宮
の
総
本
社
で
あ
る

大
分
県
宇
佐
神
宮
の
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
の
伝
承
に
よ
る
と
、
現

世
日
本
民
族
に
お
い
て
少
な
く

と
も
八
種
類
以
上
の
種
族
の
混

血
分
化
は
、
日
本
列
島
の
地
理

的
・
地
質
的
、
気
候
や
環
境
の

条
件
に
よ
り
進
化
・
発
展
・
繁

栄
し
、
１
２
５
種
の
ヒ
ト
の

﹁
種
﹂
が
生
成
さ
れ
た
と
い
う
。

諸
説
あ
る
が
、
襲
名
に
よ
り
何

代
も
続
い
た
初
め
て
の
人
格
神

イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
夫
婦

二
神
の
交
合
に
よ
る
も
の
で
、

神
話
で
は
八
百
万
の
神
の
誕
生

に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
国
土
を

開
発
し
そ
れ
ら
を
統
治
管
理
す

る
た
め
最
後
に
生
ま
れ
た
の

が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

︵
天
照
大
神
︶
・
ツ
キ
ヨ
ミ
ノ
ミ

コ
ト
︵
月
読
尊
︶
・
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
︵
素
戔
嗚
尊
︶
の
三

貴
子
だ
。
そ
の
な
か
の
天
照
大

神
は
皇
室
の
先
祖
と
い
わ
れ
、

﹃
記
・
紀
﹄
に
よ
る
と
最
初
に

神
と
崇
め
た
の
は
天
武
天
皇
。

そ
れ
は
﹁
天
皇
を
神
と
し
、
伊

勢
の
皇
大
神
宮
は
祖
廊
で
同
時

に
宇
宙
の
中
心
で
あ
る
﹂
と
す

る
も
の
。
中
国
の
陰
陽
五
行
説

の
万
物
の
生
ず
る
宇
宙
の
根
元

は
﹁
太
極
﹂
で
、
そ
れ
を
神
格

化
し
て
﹁
太
一
﹂
と
呼
び
大
空

に
不
動
の
ま
ま
輝
く
北
極
星
を

﹁
太
一
﹂
に
な
ぞ
ら
え
軸
と
し

た
。
こ
の
北
極
星
の
周
囲
を
巡

る
北
斗
七
星
は
、
天
帝
で
あ
る

﹁
太
一
﹂
の
乗
り
物
で
、
こ
れ

を
御
し
て
宇
宙
に
乗
り
出
し
四

方
上
下
を
治
め
る
と
考
え
た
。

北
極
星
は
﹁
北
辰
﹂
と
も
よ
ば

れ
古
く
か
ら
君
主
に
た
と
え
ら

れ
る
が
﹃
春
秋
合
誠
図
﹄
と
い

う
書
物
に
﹁
天
皇
大
帝
は
北
辰

の
星
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大

和
王
朝
の
大
王
自
ら
﹁
天
皇
﹂

を
意
識
し
て
名
乗
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
聖
徳
太
子
が
隋
に

遣
っ
た
﹁
国
書
﹂
の
中
に
﹁
東

天
皇
敬
白
西
皇
帝
﹂
と
あ
る
の

が
最
初
で
、
天
武
天
皇
以
降
の

こ
と
に
な
る
。
天
武
天
皇
は
壬

申
の
乱
の
際
に
天
照
大
神
を
遥

拝
し
て
﹁
勝
利
を
得
た
の
は
伊

勢
神
宮
の
ご
加
護
が
あ
っ
た
か

ら
﹂
と
考
え
て
特
別
視
し
、
天

皇
即
位
後
か
ら
伊
勢
神
宮
を
天

皇
家
専
用
の
神
宮
と
し
た
。
天

照
大
神
は
﹁
太
一
﹂
で
あ
る
こ

と
に
基
づ
き
、
五
十
鈴
川
の
ほ

と
り
に
皇
大
神
宮
を
お
い
て
内

宮
と
し
た
。
さ
ら
に
﹁
天
﹂
を

象
徴
す
る
方
位
の
﹁
乾
・
西
北
﹂

渡
会
の
地
に
下
宮
と
し
て
豊
受

大
神
を
勧
請
し
た
。神
嘗
祭︵
旧

９
月
15
日
〜
17
日
︶
は
、
天
照

大
神
が
豊
受
大
神
の
神
座
の
前

で
調
理
さ
れ
た
神
田
の
御
稲
を

食
べ
る
宵
明
け
の
大
御
饌
︵
お

お
み
け
︶
の
儀
が
営
ま
れ
る
最

も
重
要
視
さ
れ
た
祭
り
に
な

る
。
ち
な
み
に
史
実
に
よ
る
と

な
ぜ
か
、
持
統
天
皇
︵
天
武
天

皇
の
皇
后
︶の
伊
勢
巡
行
以
後
、

明
治
に
至
る
ま
で
天
皇
の
参
拝

も
な
く
勅
使
し
か
派
遣
さ
れ
な

か
っ
た
と
い
う
。

　

さ
て
、
株
式
会
社
ク
ロ
ス
フ

ォ
ー
か
ら
天
地
開
闢
シ
リ
ー

ズ
、
天
照
大
神
の
後
光
を
イ
メ

ー
ジ
し
、
身
に
付
け
る
人
の
願

い
が
叶
う
よ
う
な
ペ
ン
ダ
ン
ト

﹃
光
﹄(H

IK
A

R
I)

が
で
た
。

津
延
美
衣
︵
つ

の

べ

み

え

︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/
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山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々

﹃
天
照
大
神
１
﹄
と
宝
石
﹂
28

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
科
大
学

︵
Ｆ
Ｉ
Ｔ
︶
は
、
１
９
４
４
年

に
設
立
さ
れ
た
ア
ー
ト
、
デ
ザ

イ
ン
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
の
学
科
を
擁

す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学

だ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
経
済
学
は
、

キ
ャ
ッ
ツ
さ
ん
が
10
年
前
に
同

大
に
提
案
し
て
ク
ラ
ス
と
な
っ

た
新
講
座
。
し
か
し
半
年
ご
と

の
雇
用
契
約
更
新
は
、
無
記
名

の
学
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

重
き
が
あ
り
、
査
定
で
は
毎
回

コ
メ
ン
ト
欄
を
全
部
読
み
上
げ

ら
れ
る
。﹁
教
授
の
英
語
が
全

く
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
経
済

学
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
﹂
と

毎
学
期
言
わ
れ
続
け
た
。

　

﹁
反
省
を
次
へ
の
チ
ャ
ン
ス

に
切
り
替
え
て
﹂、
前
回
よ
り

少
し
踏
ん
張
り
、
常
に
一
歩
踏

み
込
ん
で
﹁
１
１
０
％
の
ク
オ

リ
テ
ィ
を
目
指
し
て
﹂
進
み
続

け
た
こ
と
で
次
第
に
評
価
が
上

が
っ
た
。﹁
新
し
い
コ
ン
セ
プ

ト
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
は
、
挑
戦
の
し
が
い

が
あ
り
ま
す
﹂
と
穏
や
か
な
笑

顔
を
見
せ
る
。

　

だ
が
自
分
の
ク
ラ
ス
を
持
っ

て
１
年
経
っ
た
時
に
乳
が
ん
の

宣
告
を
受
け
た
。36
歳
だ
っ
た
。

健
康
に
は
人
一
倍
気
を
つ
け
て

生
き
て
き
た
の
に
な
ぜ
、
と
裏

切
ら
れ
た
気
持
ち
で
落
ち
込
ん

だ
。
抗
が
ん
剤
治
療
も
き
つ
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
﹁
自
分
が
作

っ
た
ク
ラ
ス
は
自
分
で
教
え
た

い
﹂
と
腫
瘍
内
科
の
医
師
に
相

談
。
辛
い
治
療
だ
け
ど
副
作
用

に
対
す
る
薬
も
増
え
た
の
で
、

で
き
な
い
は
ず
は
な
い
と
頑
張

っ
た
。﹁
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
大

学
で
、
自
分
は
一
体
ど
う
や
っ

て
教
え
れ
ば
い
い
の
か
。
女
性

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
髪
や
胸
を

な
く
す
治
療
を
し
な
が
ら
、
ど

う
し
た
ら
自
分
ら
し
く
い
ら
れ

る
の
か
﹂
葛
藤
し
た
。
最
初
に

購
入
し
た
オ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ッ
グ

を
友
人
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
ブ

ロ
グ
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
記
録

し
て
い
っ
た
ら
？ 

と
勧
め
ら

れ
て
始
め
た
ブ
ロ
グ
や
抗
が
ん

剤
治
療
室
の
待
合
室
で
﹁
あ
な

た
の
タ
ー
バ
ン
姿
す
て
き
、
ど

う
や
っ
て
や
る
の
？
﹂
か
ら
派

生
し
た
帽
子
作
り
も
フ
ァ
ン
が

多
い
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
患
者

の
心
に
寄
り
添
う
も
の
で
、
装

う
美
は
、
自
分
だ
け
で
は
な
く

周
囲
の
人
に
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
つ
こ
と
を
実

感
し
た
。
今
年
、
定
年
が
な
い

永
久
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
働
け
る
地
位

を
得
た
。
完
治
の
な
い
ス
テ
ー

ジ
４
に
な
っ
て
か
ら
３
週
間
に

１
度
の
点
滴
治
療
は
一
生
続

く
。
癌
患
者
の
か
っ
こ
い
い
ア

ー
ト
写
真
の
展
示
会
を
開
く
こ

と
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
経
済
の

分
野
を
多
方
面
か
ら
見
る
よ
う

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る
こ

と
、
い
つ
か
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
の
ガ
ラ
に
招
待
さ
れ
る

こ
と
、
な
ど
ま
だ
ま
だ
見
果
て

ぬ
夢
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。﹁
そ

の
た
め
に
も
生
き
て
行
か
な
き

ゃ
で
す
ね
﹂。
家
庭
で
は
妻
で

あ
り
母
で
も
あ
る
。︵
三
浦
良

一
記
者
、
写
真
は
本
人
提
供
︶

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
つ

ファッション工科大学

社会科学部経済学准教授

キャッツ 洋子さん

https://www.myhappytummyclub.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://op-ed.jp
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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